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町のみなさんの取組み

町の取組み
（平成３１年度）

★︎社会的に身体的にも変化が最も大きい時期。
自分自身の健康状態を把握し、自ら健康づく
りを実践することが必要です。

▶健診を受診します。
▶適度な運動や食事の栄養バランスに気をつけ

るなど、適切な生活習慣を心がけます。
▶分煙を意識し、喫煙マナーを守ります。
▶節度ある適正な飲酒量を知り、休肝日を作り

ます。
▶信頼できる相談者を確保します。

★身体の生理機能が発達し、生活習慣の基礎を
築く時期。

▶ はやね・はやおきをします。
▶３しょく、しっかり、おいしく、たのしく
　たべます。
▶しょくごは、はみがきをします。
▶からだをうごかすようなあそびをします。
▶おてつだいします。

▶支え愛
あい

サポーター制度の充実・推進を行います。
▶はつらつ支援ボランティアの養成を行います。介護予防ボラン

ティアとして活動しませんか？

住民との協働による住民主体の健康づくり活動の推進

★加齢に伴う体力の低下や生活環境の変化
　から、健康問題が起こりやすい時期。
▶ 健診を受診します。
▶適度な運動や食事の栄養バランスに気を
　つけるなど、適切な生活習慣を心がけます。
▶分煙を意識し、喫煙マナーを守ります。
▶節度ある適正な飲酒量を知り、休肝日を
　作ります。
▶信頼できる相談者を確保します。

★生活習慣が形成され、健康のあり方を理解
し、個人の関心や判断力等を養う時期。

　規則正しい生活習慣を身につけることが
　必要です。
▶早寝・早起きをします。
▶積極的に体を動かし、バランスの良い
　食事を心がけます。
▶よく噛んで、食後に歯磨きをします。
▶友達と楽しく遊びます。
▶睡眠をしっかりとります。

地域で取り組む健康づくり

健康増進計画 食育推進計画 自殺予防計画

目標

目標 目標
目標

乳幼児期（０～５歳） 学齢期（６～１８歳）

『おおたき健康まちづく りプラン』『おおたき健康まちづく りプラン』を策定しました。
大多喜町健康増進計画・ 食育推進計画・自殺予防計画大多喜町健康増進計画・ 食育推進計画・自殺予防計画

“誰もが健康で幸せな生活を送る”ためには、一人ひとりの健康感が生活習慣病予防や介護予 防につながり、ひいては健康寿命を延伸することにつながると考えられます。
この度、町では国・県における健康づくりに関する取り組み等を踏まえ、「おおたき健康ま ちづくりプラン」～大多喜町健康増進計画・食育推進計画・自殺予防計画～を策定しました。
“誰もが健康で幸せな生活を送る”ためには、一人ひとりの健康感が生活習慣病予防や介護予 防につながり、ひいては健康寿命を延伸することにつながると考えられます。
この度、町では国・県における健康づくりに関する取り組み等を踏まえ、「おおたき健康ま ちづくりプラン」～大多喜町健康増進計画・食育推進計画・自殺予防計画～を策定しました。

広報と同時配布しました
概要版も

ぜひごらんください。

青壮年期（１９～６４歳） 高齢期（６５歳以上）

・ 各 種 健 康 診 断 を 実 施 し ま
す。AI（人工知能）を利用
した受診勧奨を行います。

・「やせnight」（夜間型運動
教室）を実施します。大多
喜町は糖尿病予備軍が大勢
います。みなさん、運動し
ましょう！！

・保育園の年長さんと「おや
この食育教室」を実施しま
す。郷土料理の太巻き寿司
を巻きますよ。

・ 「 栄 養 教 室 」 を 実 施 し ま
す。食育ボランティアとし
て活動しませんか？

・ゲートキーパー養成講座を
実 施 し ま す 。 ゲ ー ト キ ー
パーとは、悩んでいる人に
気 づ き 、 声 を か け 、 話 を

　聞いて必要な支援につなげ、
　見守る人のことです。

健康意識の向上と
　　　健康行動の推進

楽しい食環境を通じ
　　豊かな生活を送る

生きることへの
　包括的な支援の推進
～誰も自殺に追い込まれない
　　　大多喜町をめざして～
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「健康」を丸い球に例えると、一人で
押す（＝健康づくり）のは大変ですが、
力を合わせて行えば押し続けることが
容易になります。そして、その先には、
豊かな人生が待っています。

※生活の質とは、Quality of Life(QOL)の日本語訳のことで、人間らしく、生きがいを持ち、
　満足して生活しているかを評価する概念を表します。

『おおたき健康まちづく りプラン』『おおたき健康まちづく りプラン』
大多喜町健康増進計画・ 食育推進計画・自殺予防計画大多喜町健康増進計画・ 食育推進計画・自殺予防計画

健康でいきいきと  おおくの喜びの中で
暮らせるまち  大多喜

“誰もが健康で幸せな生活を送る”ためには、一人ひとりの健康感が生活習慣病予防や介護予 防につながり、ひいては健康寿命を延伸することにつながると考えられます。
この度、町では国・県における健康づくりに関する取り組み等を踏まえ、「おおたき健康ま ちづくりプラン」～大多喜町健康増進計画・食育推進計画・自殺予防計画～を策定しました。
“誰もが健康で幸せな生活を送る”ためには、一人ひとりの健康感が生活習慣病予防や介護予 防につながり、ひいては健康寿命を延伸することにつながると考えられます。
この度、町では国・県における健康づくりに関する取り組み等を踏まえ、「おおたき健康ま ちづくりプラン」～大多喜町健康増進計画・食育推進計画・自殺予防計画～を策定しました。

　この計画は、単に「健康になる」ことが目標ではありません。健康な方はそれが維持増進できる
ように、病気のある方は重症化しないように、介護が必要な方は今の機能が維持できるように、
全ての町民の方の生活の質の向上をめざし、自助・互助・公助により「健康な生き方」ができる町
にしていきたいと考えます。

基本理念

健康な生き方のできる大多喜町をめざして

■ 町民一体となって進めていく健康づくりのイメージ
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大多喜～羽田空港・品川間高速バス
回数券・定期券の購入費補助のご案内

【学生向け】
◆対象者
　①町内に在住し、通学のために品川線高速バスを利用する学生
　②町内に在住又は町内の学校に通学し、進学または就職のために品川線高速バスを利用する学生
◆補助の内容
　①割引回数券
　　１冊5,000円（通常価格10,000円 － 補助額5,000円）
　　販売場所：役場企画課窓口（平日のみ）、大多喜駅前観光本陣
　②定期券補助
　　○１か月定期
　　　品　　川まで27,930円（通常価格37,930円 － 補助額10,000円）
　　　羽田空港まで25,850円（通常価格34,850円 － 補助額  9,000円）
　　○３か月定期
　　　品　　川まで78,100円（通常価格108,100円 － 補助額30,000円）
　　　羽田空港まで72,320円（通常価格  99,320円 － 補助額27,000円）

【通勤者向け】
◆対象者
　町内に在住し、通勤のために品川線高速バスを利用する方
◆補助対象経費
　通勤定期券の購入費から、勤務先の会社から支給される通勤手当額を除いた額
◆補助額

町では、大多喜～羽田空港・品川間の高速バス（品川線高速バス）を
ご利用される学生、通勤者、法人の皆様向けに、回数券や定期券購入
費の補助を行っています。

【運休時補助】
　品川線高速バスを定期的にご利用いただいている方に対し、品川線高速バスの運休時に東京方面へ行くた
め、勝浦東京間高速バス、路線バス、鉄道に乗車した際に、運賃を補助するものです。
◆補助対象者
　①高速バス通学者登録を受けている方　　②町内在住で、品川線の通勤定期券をお持ちの方
　③高速バス補助対象事業者の登録を受けている法人
◆補助額　片道1,850円以内

問合せ　企画課　交通政策係　☎82－2112（内線221）

定期券種別
（購入費）

補助対象経費から
通勤手当額を

除いた額
補助金額

１か月定期
（61,560円）

25,000円以上 25,000円
25,000円未満 当該補助対象経費から

通勤手当額を除いた額

３か月定期
（175,450円）

75,000円以上 75,000円
75,000円未満 当該補助対象経費から

通勤手当額を除いた額

定期券種別
（購入費）

補助対象経費から
通勤手当額を

除いた額
補助金額

１か月定期
（56,570円）

22,000円以上 22,000円
22,000円未満 当該補助対象経費から

通勤手当額を除いた額

３か月定期
（161,220円）

66,000円以上 66,000円
66,000円未満 当該補助対象経費から

通勤手当額を除いた額

　⑴大多喜⇔品川区間 　⑵大多喜⇔羽田空港区間

【法人向け】
◆対象者
　年間を通じて120人以上の利用が見込まれる町内の法人等
◆補助の内容
　①割引回数券　１冊9,000円（通常価格10,000円 － 補助額1,000円）
　②運賃補助　　乗車実績に応じて運賃の２割を補助
　　品川まで1人当たり片道1,480円（1,850円 × 0.2 ＝ 補助額370円）
　　羽田まで1人当たり片道1,360円（1,700円 × 0.2 ＝ 補助額340円）
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高齢者肺炎球菌感染症　予防接種について

※６０歳から６５歳未満の方でも、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障
害をお持ちの方については定期接種の対象となります。

６５歳となる方 昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日生

７０歳となる方 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日生

７５歳となる方 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日生

８０歳となる方 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日生

８５歳となる方 昭和 ９年４月２日～昭和１０年４月１日生

９０歳となる方 昭和 ４年４月２日～昭和 ５年４月１日生

９５歳となる方 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日生

１００歳となる方 大正 ８年４月２日～大正　９年４月１日生

【定期接種対象者】

　肺炎球菌は、免疫の働きが十分でない乳幼児や高齢者へ様々な病気を引き起こします。予防接種を受
けることで、肺炎や気管支炎等にかかることや重症化に対する予防効果が期待されています。
　２０１９年度～２０２３年度までの間は各年度で６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５
歳、１００歳となる方に関して順次ご案内する予定となっています。今年度定期接種の対象となる方は
以下の方になります。予診票に記載されている期限内に接種をお受けください。

　また、定期接種の対象とならない方については任意接種の扱いとなり公費の助成を受けることができます。
　公費助成の対象は、６５歳以上であり
　①今までに町で接種費用の助成を受けたことがない方
　②定期接種の対象とならない方（上記の表に含まれない方）
となります。
　公費助成を希望される方は印鑑をお持ちのうえ、健康福祉課窓口までお越しください。

●料金　定期接種、任意接種、いずれも接種費用のうち、２,０００円を町が負担します。
　窓口では２,０００円を除いた額をお支払いください。生活保護受給者は無料です。

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263）

家庭用飲用井戸等整備事業補助金をご活用ください
町では、上水道未普及地域等にお住いの方を対象に、水道施設の整備に係る経費に対して補助金を支給
します。
　補助金制度の概要については、次のとおりです。
　〇補助金の対象となる建物
　　居住用の住宅
　〇補助対象経費
　　ボーリング工事費、取水管工事費、ポンプ設置工事費、給水管工事費
　　（屋内配管工事を除く）、電気導線工事費、貯水タンク設置工事費、既存の給水施設改修工事費。
　〇補助金の額
　　補助対象経費の２分の１の額とし、１戸当たり５０万円を上限。
問合せ　環境水道課　環境係　☎82−2067（内線281）

広報おおたき No.608　H31.4.245



平成31年度の総予算額は76億1,188万6千円
前年度に比べて1.4％増加しました。

(水道事業・特別養護老人ホーム事業を除きます。）
　 大多喜町の平成３１年度一般会計予算は、第３次総合計画の４年度目を迎え、基本計画の着実な推進を
図るため、すべての事業についてその必要性、緊急性、費用対効果を十分に検討して予算を編成しました。
　主な事業として、未整備町道の改良、橋梁長寿命化のための点検整備、国土調査事業、深刻化している
有害鳥獣対策、観光まちづくり推進事業、介護施設整備事業、子育て支援策として出産祝金事業、子ども
医療費の助成等への予算措置により総額は前年度に比べ0.7％増の49億9,400万円となりました。総予算
額（一般会計・特別会計）は、76億1,188万6千円となりました。

事　業　名 予　算　額

平
成
31
年
度 

一
般
会
計 

主
要
事
業

事　業　名 予　算　額

総　務　費 農林水産業費

定住化対策事業 2,422万円 味の研修館管理運営事業 422万円

地域公共交通対策事業 6,898万円 多面的機能支払交付金事業 2,986万円

ふるさと納税事業 6,149万円 有害鳥獣駆除対策事業 6,179万円

地域おこし協力隊事業 2,371万円 商　工　費

戸籍事務費 1,704万円 商業振興事業 1,181万円

参議院議員選挙 897万円 観光振興事業 1,500万円

民　生　費 土　木　費

障害者福祉事業 2億4,101万円 国土調査事業 1億5,594万円

国民健康保険特別会計繰出金 1億370万円 町道維持管理事業 3,863万円

少子化対策事業 560万円 町道改良事業 1億3,087万円

高齢者在宅生活支援事業 1,656万円 町営住宅管理事業 3,595万円

介護保険特別会計繰出金 1億8,688万円 定住化対策住宅助成事業 1,300万円

療養給付事業 1億4,089万円 消　防　費

後期高齢者医療特別会計繰出金 4,093万円 常備消防負担事業 2億2,044万円

子ども医療対策事業 2,867万円 消防団運営事業 3,288万円

児童手当支給事業 9,497万円 消防機械器具整備事業 1,839万円

保育園管理運営事業 9,770万円 防災無線維持管理費 489万円

児童クラブ運営事業 1,774万円 教　育　費

地域子育て支援センター運営事業 666万円 小学校管理事務事業 2,281万円

衛　生　費 小学校教育振興事業 2,202万円

がん検診事業 1,580万円 中学校施設管理事業 4,760万円

予防接種事業 1,515万円 中学校教育振興事業 1,377万円

合併処理浄化槽設置整備事業 748万円 公民館管理運営事業 3,720万円

環境センター運営事業 1億4,194万円 海洋センター管理運営事業 1,147万円

上水道高料金対策事業 7,000万円 学校給食センター管理運営事業 6,371万円

※予算額の表記は千円以下を切り捨てています。
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特　別　会　計

企　業　会　計

会計名 予算額 前年度比

鉄道経営対策事業基金 18万円 0％

国 民 健 康 保 険 13億1,193万1千円 2.4％増

後 期 高 齢 者 医 療 1億3,199万3千円 2.0％減

介 護 保 険 11億7,378万2千円 3.3％増

水道事業

収益的収入 5億5,147万1千円

収益的支出 4億8,434万9千円

資本的収入 8億1,658万8千円

資本的支出 11億2,965万円

特別養護老人ホーム事業

収益的収入 2億3,194万円

収益的支出 2億8,225万円

資本的収入 28万5千円

資本的支出 213万5千円

一　般　会　計
【予算額　49億9,400万円　前年度比0.7％増】

11億 1,500万円
町税

15億 5,978万円
地方交付税

8,867万 4千円
分担金及び負担金

3億4,400万円

1億4,967万 5千円
町債

1億円繰越金
3億4,765万6千円

繰入金

8,200万円
寄付金

諸収入・
財産収入等

9,427 万 5千円
使用料及び手数料

2億 8,935 万 2千円
国庫支出金

3億6,559万 5千円
交付金・譲与金

4億5,799万3千円
県支出金 歳入

9億 9,306万 2千円
総務費

2億3,026万 6千円
農林水産業費

2億513万 6千円
商工費

12億 8,507万 5千円
民生費

4億9,724万9千円
土木費

2億8,223万2千円
消防費

4億
8,522万
4千円

衛生費

4億
4,846万
4千円

公債費

4億8,321万
9千円

教育費

7,597万 3千円
議会費

500万円
予備費

歳出

310万円
災害復旧費
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林地台帳制度について

情報公開制度・個人情報保護制度

工業統計調査へのご回答を！

　森林所有者の所在が不明な森林や林地の境界が不明な森林が増加し森林整備の推進に支障をきた
していることなどを受け、市町村が、森林の土地の所有者等に関する情報を林地台帳として整備す
ることとなりました。4月1日から、この林地台帳の情報については、その一部を公表するととも
に、森林整備の担い手の方々に提供することにより、施業の集約化や適切な森林整備に活用しても
らうこととしています。なお、公表及び情報提供に当たっては、対象情報の制限がありますので、
詳細はお問い合わせください。
問合せ　産業振興課　農政係　☎82−2176（内線272）

平成３０年度における町の情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況を公表します。
☆情報公開制度の運用状況
　情報公開条例に基づく、平成３０年度の公開請求は２０件でした。
　請求の内容は、「給水装置使用者（所有者）変更届及び水道中止届」で１件、町有施設の「自家
　用電気工作物保安管理業務委託契約書及び消防設備保安点検業務委託契約書」で１９件でした。
　請求に対する処分の決定については以下のとおりです。全部公開：１０件
部分公開：　４件（部分公開の理由：第３者の印影を非公開としたため）
請求却下：　６件（却下の理由：情報公開条例に基づく請求権がないため）
☆個人情報保護制度の運用状況　個人情報保護条例に基づく、開示請求等はありませんでした。
問合せ　総務課　総務係　☎82−2111（内線213）

総務省・経済産業省では、２０１９年６月１日現在で「工業統計調
査」を県、市区町村を通じて実施します。工業統計調査は、製造業
を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目
的としています。 
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとともに、企業、
大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されているところです。
　５月初旬から６月にかけて調査員が「調査員証」を携行してお伺いしますので、ご回答をよろし
くお願いいたします。
総務省・経済産業省・千葉県・大多喜町
問合せ　企画課　企画政策係　☎82−2112（内線223）

平成３１年第１回夷隅郡市広域市町村圏事務組合
議会定例会議決結果

（平成３１年２月２２日開会）

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎86−6600

議案番号 件　　　　　名 議決結果
議　案
第１号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
可　決

時間外勤務に関し必要な事項を規則で定める規定を追加しました。

議　案
第２号

一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
可　決

人事院勧告及び千葉県人事委員会勧告に準じて給料表及び勤勉手当の支給率を改正しました。

議　案
第３号

平成３１年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計予算について
可　決

歳入歳出予算の総額を2,100,244千円としました。

議　案
第４号

指定管理者の指定について
可　決

大多喜老人福祉センターの指定管理者を指定しました。
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みんなの年金

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までです。対象となる方は、学校教育法に規定す
る大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校(修業年限1年以
上である課程)に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下である
ことが条件です。
<所得の目安> 118万円+｛扶養親族等の数×38万円｝
　申請先は住所地の国民年金窓口です。手続きには学生証(コピー可)または在学証明書が必要で
すのでお持ちください。
問合せ　税務住民課　保険年金係　☎0470−82−2122（内線251）
　　　　千葉年金事務所　　　　　☎043−242−6320

　町の健診・医療費情報を分析した結果、医療費が高額の原因疾患となっている、「糖尿病・高血圧
症・脂質異常症」等の生活習慣病の患者が多くみられました。特定健診受診者のＢＭＩとHbA1cの数値
が高い方が多いため、今後は健診受診者からの重症化も懸念されます。
　また、１人あたりの医療費が高く、特に入院医療費の割合が増加傾向にあります。
　これをもとに、生活習慣病の予防と早期発見・早期治療につなげるため、町では特定健康診査の受診
率向上に取組むよう目標を設定し、重症化予防対策事業を実施します。
※データヘルス計画の詳細については大多喜町のHP『町政情報（財政・政策・計画）』より、『構

想・計画』内に掲載しています。
問合せ　税務住民課　保険年金係　☎82－2122（内線250）

　公益財団法人千葉県暴力団追放県民会議では、重点事業のひとつである「暴力団に関する相談」を所
在地において常時実施しております。相談者の利便を図るため、県都から遠隔の地にある県下８地域振
興事務所の会議室等で移動暴力相談所を開設します。
　本町の近隣で開設する相談所は下記のとおりです。その他開設される相談所については、公益財団法
人千葉県暴力団追放県民会議のＨＰをご確認下さい。
相談所の開設日時・場所
　日　時　６月５日（水）午前１０時から午後４時まで
　場　所　夷隅地域振興事務所（大多喜町猿稲１４番地）
　日　時　１２月４日（水）午前１０時から午後４時まで
　場　所　長生地域振興事務所（茂原市茂原１１０２番地の１）
　問合せ　千葉市中央区中央４－１３－７　千葉県酒造会館内
　　　　　公益財団法人　千葉県暴力団追放県民会議 
　　　　　☎０４３－２５４－８９３０　ＨＰ  http://boutsui-chiba.jp

国民年金学生納付特例の申請について

データヘルス計画を策定しました

移動暴力相談所の開設
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　阪神・淡路大震災では、がれきの下から救出された人の半数以上が、家族や近所の人
たちによって救出されたという報告があります。
　その時消防や警察は、施設や職員が被害を被っていたり、出動しても倒壊した建物や
道路寸断により道路が通れなかったり、また、被害の詳細な情報を入手することができず、
救助にかけつけるのが難しい状況でした。このため、救出活動を担ったのは地域の住民のみなさんだっ
たのです。
　このように大災害が発生した際には、「地域の実情に詳しい人たちが協力し、自主的な救出救助活動
をおこなう」ことが、被害を軽減するうえで大きな力となります。
　こうした教訓から、全国的に自主防災組織の設立に向けた動きが活発になりました。
　大多喜町でも「各地区」を基本単位としての「自主防災組織」の結成を促進しています（３月１日現
在、大多喜町内の自主防災組織数：１７団体）
　自主防災組織の結成について、詳しく下記へお問い合わせください。
問合せ　総務課　消防防災係　☎82－2111（内線216）

自主防災組織について
－私たちのまちは私たちで守る－

防衛省では、次の通り自衛官を募集しています。

募集種目 応募資格 受付期間 試験期間 合格発表 入（校）隊等 待遇・その他

幹
部
候
補
生

一般
要員

２２歳以上２
６歳未満の
方
大学院卒（修
士課程修了）
の方は２８歳
未満　

２０１９年
３月１日㈮
～
５月１日㈬
まで
（締切日

必着）

１次試験
　５月１１日㈯・１２日㈰

２次試験
　６月１１日㈫～１４日㈮
　のうち指定する日

３次試験
（飛行要員で２次試験
を合格された方のみ）

　海：７月８日㈪～
　　　　７月１２日㈮
　空：７月１３日㈯～
　　　　８月１日㈭

１次試験
　６月３日㈪

２次試験
（飛行要員のみ）
　海：７月１日㈪
　空：７月５日㈮

最終合格
　陸：７月２６日㈮
　海：８月２日㈮
　空：８月３０日㈮

２０２０年
３月下旬
から４月
上旬

 【身分】
　特別職国家公務員

 【初任給】
　２２３，１００円
　修士課程修了者等
　２４２，２００円
　大学院卒者等
　２４４，２００円
　歯科・薬剤科
　２４４，２００円

（２０１８年１月１日
現在）
注：学歴・職歴等に
より異なります。

飛行
要員
（海・空
のみ）

歯科・
薬剤科

専門の大卒
（見込含）
２０歳以上
３０歳未満の
方（薬剤科は
２８歳未満の
方）

１次試験
　５月１１日㈯

２次試験
　６月１１日㈫～１４日㈮
　のうち指定する日

１次試験
　６月３日㈪

最終合格
　陸：７月２６日㈮
　海・空：
　　８月２日㈮

一般曹
候補生

１８歳以上 
３３歳未満の
方

２０１９年
３月１日
㈮～５月１
５日㈬ま
で（締切
日必着）

１次試験
　５月２５日㈯
　
２次試験
　６月２６日㈬～
　７月１日㈪のうち
　指定する１日

１次試験
　６月７日㈮
　
最終合格
　７月２６日㈮

２０２０年
３月下旬
から４月
上旬

【身分】
　特別職国家公務員

 【初任給】
　１６７，７００円

（２０１８年１月１日
現在）
注：学歴・職歴等に
より異なります。

問合せ　自衛隊千葉地方協力本部茂原地域事務所　☎0475−25−0452（茂原市町保3−217  シティビル２階）
　　　　自衛官募集相談員　岩佐　秀樹　☎82−4085

自衛官等募集
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　4月1日付けで、小髙康伸さんに法務大臣から感謝状が贈られました。
　小髙さんは平成16年から5期15年、人権擁護委員として町民の人権擁護と人
権思想の普及高揚に尽力されました。

　4月１日付けで、金澤惠美子さん（外廻）が人権擁護委員として法務大臣から委嘱されました。任期は3年です。
　人権擁護委員の仕事は、人々の間に正しい人権の考え方を広め、人権尊重思想の普及啓発に努めることで
す。また、いじめ・暴行・虐待・差別を受けたなど、人権上の問題や悩みごとなどの相談に応じています。
　人権相談は、毎月1回老人福祉センターで開催しています。

人権擁護活動に貢献
小髙康伸さんに法務大臣から感謝状

人権擁護委員に　金澤惠美子さん

　３月２２日（金）、小内区自主防
災会、笛倉区自主防災会及び三
条区自主防災会に、町から防災
資機材を贈呈しました。
　この３団体は、平成３０年度
に新たな自主防災組織として設
立されたもので、万一の備えと
今後の活動に必要な機材として
整備されたものです。

防災資機材が贈呈されました

　3月20日（水）、第69回千葉県消防大会が青葉の森公園芸術文化ホールで開催されました。森田千葉
県知事をはじめ多数の消防関係者が出席されました。
　席上、永年にわたり消防団員として消防活動に尽力し、地域消防団の充実、発展に貢献された方々に
表彰状や感謝状が贈られました。
　なお、本町受章者は次のとおりです。また、第54回千葉県消防操法大会ポンプ車の部で最優秀賞を獲
得した大多喜町消防団が千葉県消防協会会長特別表彰を受章しました。

受章された皆さん

問合せ　総務課　消防防災係　8 2 － 2 1 1 1（内線216）

日本消防協会長
功績章

　第１分団長
正木　順一　さん

日本消防協会長
精績章

第５分団長
鎌田　貴之　さん

日本消防協会長
精績章

第３分団副分団長
磯野　友広　さん

千葉県消防協会長
功績章

第１分団副分団長
佐川　貴浩　さん

永年消防活動に尽力　第69回千葉県消防大会
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　4月1日（月）、地域おこし活動を通じて隊員の定住・定着を図り、地域の活性化に一翼を担う人材「地域お
こし協力隊」を2つの職種で3名を委嘱しました。
　林業振興を目的として活動する隊員として、村

むらかみ

上 雄
ゆ う き

基さん・
斎
さいとう

藤 英
えい

介
すけ

さんの2名に委嘱。お二人には、自伐型林業の実践と普
及や、森林所有者・境界確認の効果的な手法の検討と実践に活動
していただきます。
　また、いすみ鉄道の再生・活性化を目的として活動する隊員と
して吉

よしおか

岡 磨
ま り

里さんに委嘱。地域といすみ鉄道等が連携する地域活
動の企画、調整、実践に活動していただきます。
　なお、任期は1年間で最長3年間まで延長する予定です。

　４月１日付けで、西郡 栄一氏が副町長に就任しました。
　西郡副町長は町の総務課長補佐、企画財政課長等を歴任し、平成２９年
４月から総務課長を務めていました。

　４月５日（金）、退任行政相談員への総務大臣感謝状贈呈式
が役場で行われました。
　１６年にわたり、行政相談委員として行政相談制度の発展
に寄与され、平成３１年３月３１日をもって退任された鈴木
達夫さん（鍛冶）に千葉県行政監視行政相談センター所長よ
り感謝状が手渡されました。

　４月１日付けで、岩佐 秀樹さん（泉水）が新たに委嘱されました。
　行政相談員とは、行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い合わせ等、皆様の相談相
手として、助言や関係行政機関に対して通知をするなどの仕事を行っています。また、行政相談は毎月1回老
人福祉センターで開催しています。
問合せ　大多喜町社会福祉協議会　☎８２－４９６９　　総務課 総務係　☎８２－２１１１（内線213）

　教育委員会委員に宮本 清氏が再任されました。また本年度の委員構成は、次のとおりとなります。

教 育 長	 宇野　輝夫
委員長職務代理者	 宮本　清

教育委員	 中村　康之
教育委員	 唐鎌　良枝
教育委員	 田邉　壮玄

副町長に西郡氏が就任

退任行政相談員へ総務大臣感謝状が贈呈されました

行政相談員に岩佐秀樹さん

大多喜町教育委員について

新たに「地域おこし協力隊」を3名に委嘱

▲村上さん（左）、吉岡さん（右から2番目）、斎藤さん（右）

広報おおたき No.608　H31.4.24 12



バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

書
道
部

いいね！がいっぱい部活動�　大多喜高校
　こんにちは！大多喜高校バスケット
ボール部です。
　私たちバスケットボール部は３年生１
１名、２年生３名の計１４名で男女一緒
に毎日練習しています。バスケットボー
ルは５人がコートを休みなく走り回らな
ければならないとても大変な競技です
が、チーム一丸となって、パスやドリブ
ルを駆使してボールをつなげば他のどの
スポーツよりもたくさんの得点が入る、
とてもやりがいのあるスポーツです。
そのためにも私たちは明るい雰囲気を１
番大切に一生懸命、諦めないバスケット

　大多喜高校書道部は、２年生４名、１年生１名の計
５名で活動しています。人数が少ないため、広い書道
室を少人数で使用し、心も場所にもゆとりある活動を
行うことができています。基本土日は休み、平日は１
日平均２時間の活動をしているので、あまり遅くなら
ず、外が明るいうちに下校することができるのが魅力
です。普段は展覧会や大会(年間６～７つ)に向けて、
半紙～半切(大きいサイズ)の作品制作を中心に活動し
ています。
　一見緩く見える書道部ですが、６月の明善祭で行う
パフォーマンス書道に向けての練習期間は地獄のよう
な日々でした。放課後の部活は先ず書道室一面にブ
ルーシートを張る作業を行い、その後みんなでスト
レッチ。後は手足が真っ黒になるまでひたすら書き続
け、練習終了後はみんな揃って水道で真っ黒になった
手足を綺麗にする。そして次の日、全身を猛烈な痛み
が襲います。そうです、筋肉痛です。文化部なのに筋
肉痛です。普段は机に向かって筆を走らせている書道
部も、この期間だけは体育会系書道部になります。練
習は正直きついこともありますが、本番を終え、見て
下さった方々に「良かったよ。」「来年も楽しみにし
てるね。」と言って頂けることで今後の励みにもなり
ます。
　これからも、よく書き、よく学び、よく楽しむ大多喜高校書道部にご注目下さい。

ボールを目指して頑張っています。
　残念ながら、この地域には中学校にバスケットボール部が少なく、バスケットボールがやってみたい
と思っているのに学校に部活動がない生徒や、初心者だから高校から始めるには敷居が高いな…　と
思っている生徒も多いと思います。
　しかし、男子は、高校からバスケットボールを始めた者だけながらも、少人数とは思えない盛り上が
りと運動量でとても良い雰囲気で練習しています。女子も、昨年度は惜しくも県大会出場の切符を逃し
たものの、少数精鋭で県大会出場に向けて頑張っています。
　多くの新入生が加わり、より活気あふれた部活動にしていきたいと思います。応援よろしくお願い致
します！

迫力ある書道パフォーマンス

作品づくりに真剣
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町 記 レ民 者 ポ ー ト
５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！ 第23回 末吉勇作さん（総元）

今、自分に出来る事は何か？
― ２４年間続く心を込めたお弁当づくり　千葉県より表彰 ―

　去る３月10日（日）、総元地区地域ぐるみ福
祉協議会は足掛け24年の長きにわたり続けて
来た対象高齢者宅への配食見守り活動が評価さ
れ、千葉県より表彰されました。
　当日は1５名のメンバーが出席し、千葉市のホ
テルポートプラザちばで開催された高齢者孤立
化防止県民シンポジュウムの中で高齢者地域支
え合い活動団体表彰として、千葉県より奨励賞
が滝口会長に授与されました。その後メンバー
の代表として長年にわたり活動して来た磯野安
子さんが、会の活動内容や経緯、お弁当づくり
の苦労話、意気込み等をプロジェクターで動画
を交えて発表し、会場より絶賛の拍手を受けました。
　この配食サービスは平成8年9月、「今、自分に出来る事は何か？一人ひとりが力を出し合う事によ
り、地域に住む人の誰もが笑顔で暮らせる社会にしたい。」との熱い想いに賛同した数名の人達によっ
て始まりました。それ以来２4年間休む事なく毎月11日、味の研修館に集まり、その季節に合った献立
を町の栄養士さんの指導のもと、試行錯誤しながら作って来たと言います。そして午後4時過ぎ地域別
に担当を決め、70歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯を訪問し、出来立てのお弁当を一人ひと
り手渡して回ります。毎月の訪問を心待ちにしている人達が多く、「いつもありがとう。楽しみにして
います。」と満面の笑顔で迎えていただくととても嬉しく、いつもと変わらない元気な姿に心からほっ
とすると言います。
　地道な活動ですが、諸先輩方が積み重ねて来た活動が今回の表彰につながりました。これを励みに出
来るだけ永く継続して行きたいと、皆さん口をそろえて話していました。

　総元地区地域ぐるみ福祉協議会の活動は町のYouTubeチャンネルに掲載してあります。
「大多喜町　総元地区」と検索し、ご覧ください。

愛情込めてひとつひとつ丁寧に作ります お宅を訪問し、あたたかいお弁当を届けます

1 2
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実は知らない！？
鳥獣被害対策の正しい知識！！

有害獣に

困っている
方

必見！！

～敵を知ることこそが対策の第一歩！～
意外と知らない有害獣の知識　ニホンザル編　パート２第５回

☆
自
分
た
ち
で
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
対
策
は
、住
民
が
主
体

と
な
っ
た
対
策
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

き
ま
す
。そ
の
た
め
、「
①
効
果
的
な
電
気
柵
の

設
置
と
管
理
」、「
②
効
果
的
な
追
い
払
い
方

法
を
知
る
」、「
③
集
落
単
位
で
の
対
策
」の
３
つ

を
み
な
さ
ん
で
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
効
果
的
な
電
気
柵
の
設
置
と
管
理

　

農
地
を
守
る
た
め
に
は
、柵
の
設
置
が
効

果
的
で
す
。た
だ
し
、イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
柵

と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
柵
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。サ
ル
は
柵
の
上
か
ら

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、飛
び
込
み
防
止

の
た
め
に
、樹
木
や
建
物
か
ら
３
ｍ
以
上
離

す
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。３
ｍ
離
す
こ
と
が

無
理
な
場
合
で
も
、絶
対
に
柵
の
中
と
外
を

行
き
来
で
き
る
よ
う
な
張
り
方
は
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
柵
は
金
網
柵
と

電
気
柵
の
複
合
柵
が
有
効
で
す
。既
存
の
金

網
柵
の
上
に
電
気
柵
を
付
け
る
だ
け
の
簡
単

な
設
置
も
で
き
ま
す
の
で
、複
合
柵
の
設
置

も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。複
合

柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、サ
ル
が
侵
入
で
き

る
隙
間
が
な
い
よ
う
に
設
置
し
、電
圧
が
５

０
０
０
Ｖ
以
上
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。電
圧
が
下
が
っ
て
し
ま
う
場
合
は

線
が
切
れ
て
い
た
り
、雑
草
が
電
線
に
当
た

り
漏
電
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
効
果
的
な
追
い
払
い
方
法
を
知
る

　

サ
ル
は
群
れ
で
一
定
の
範
囲
を
移
動
す

る
た
め
、追
い
払
い
が
効
果
的
で
す
。追
い

払
い
は
、や
っ
て
き
た
方
向
に
追
い
返
す
よ

り
い
つ
も
逃
げ
て
い
く
方
向
に
追
い
払
う

方
が
簡
単
で
あ
り
、集
落
に
い
る
時
間
が

減
り
ま
す
の
で
追
い
払
う
際
は
意
識
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

☆
集
落
単
位
で
の
対
策

　

サ
ル
の
対
策
は
、個
人
よ
り
も
集
落
全

体
で
対
策
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

柵
の
設
置
、追
い
払
い
の
ど
ち
ら
も
サ
ル
に

は
有
効
で
す
が
、集
落
全
体
で
実
施
す
る

こ
と
で
よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。サ
ル

が
山
か
ら
下
り
て
エ
サ
を
食
べ
る
こ
と
は
、

そ
の
集
落
が
安
全
で
簡
単
に
エ
サ
を
食
べ

ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
す
。集
落

全
体
で
農
作
物
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に

柵
を
設
置
し
、徹
底
的
に
集
落
か
ら
追
い

払
う
こ
と
で
他
の
場
所
で
エ
サ
を
食
べ
た

方
が
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
と
認
識
し
、集
落

に
来
る
頻
度
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。集
落
全

体
で
の
対
策
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

最
終
的
に
は
集
落
に
来
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、サ
ル
が
来
る
頻
度
が
減
っ
て
き

て
も
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
振
興
課  

農
政
係　

☎
82

−

２
１
７
６

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
内
線
２
７
３
）
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地域包括支援
センター

だより
No.140

地域支え愛サポーター研修会を行いました

大人の脳トレ教室参加者募集のお知らせ

　２月２７日（水）、大多喜町中央公民館で「自分らしく生きるた
めのヒント　～地域の支え合いを活かして～」と題し、長寿院住職
（成田市）篠

しのはら

原鋭
えい

一
いち

先生による講演会を開催しました。
　篠原先生からは、人間関係が薄くなり、自分以外の人との「つな
がり」が切れてしまう孤立社会（無縁化社会）にどう向き合ってい
るか、気づき考える機会をいただくとともに対応方法についてわか
りやすくお話いただきました。また、そのような地域社会を取り巻

　地域包括支援センターでは５月より介護予防事業である「大人の脳トレ教室」を開校します。
　この教室は「認知症予防」を目的として、参加者は簡単な読み書き・計算をすることで、記憶等を司
る脳の前頭前野を活性化させます。
　教室は毎週金曜日の午後に開催し、参加者は簡単な３０分程度の学習と、学習をサポートするボラン
ティアによるレクリエーションを楽しみます。興味のある方は下記までご連絡ください。

募集要項　対象：６５歳以上の方で以前参加したことのない方。
　　　　　定員：２０名（先着順となります。お早めに申し込みください。）
　　　　　会場：大多喜町役場保健センター
　　　　　期間：５月３１日から１１月２９日の半年間、毎週金曜日を予定。
　　　　　費用：１か月５００円（週１回の教室費用と宿題費用を含みます。）

問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課 介護保険係）　☎８２－２１６８（内線２６６）

（　教材の見本　）

講師　長寿院住職　篠原鋭一
ＮＰＯ法人自殺防止ネットワーク風　代表

く課題に対し、地域支え愛サポーターによる心通うサポー
トや地域に根ざした介護予防活動は、まさに人と人との関
わりであり、孤立させない地域づくりそのものであるとお
褒めのお言葉をいただきました。
　参加者からは、「繋がるきっかけを待つ身でいるのでは
なく自らが動く、早速実践してみたい。」と前向きな声
や、「地域を繋ぐ役目となる自分を今日は褒めたい」と労
いとともに心温まる感想がありました。
　大多喜町では、地域や人とのつながりを深め、社会参加
を通じて住民の方々の健康増進を図るとともに、地域で支
え合える関係づくりを目指した活動を展開しています。興
味のある方は下記までご連絡ください。

健康福祉課 介護保険係　☎８２－２１６８（内線２６６）

＜　お知らせ　＞
You Tube に教室の様子を

掲載しています。
「大多喜町 大人の脳トレ」で 検索
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( 保健事業予定表 )5 〜 6 月

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
5/8

☆9:30～10:30 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成30年4月、9月、
12月生まれの方には個別に通知します）

6/5 乳幼児とその保護者（対象月の平成30年5月、10
月、平成31年1月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
6/6

☆13:00～13:15
保健センター

平成29年10月1日～平成29年11月30日生まれの方
3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成27年11月1日～平成27年12月31日生まれの方

離乳食教室 6/27 10:00～11:30 保健センター 乳幼児(令和元年年7月、8月生まれ)とその保護者
※個別に通知します

おひさまキッズ
5/28

13:30～15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
6/18

赤ちゃん計測会 5/30 10:00～11:30 中央公民館 生後１～3か月のお子さんとその家族
※個別に通知します

☆子どもの事業☆

 【問合せ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考
精神保健福祉相談
（心の健康相談） 毎月第1・第3木曜日 14:00～15:30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談（月曜日～金曜日）
面接相談（毎週水曜日）

9:00～17:00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9:30～10:30 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

健康診査
胸部レントゲン検診
前立腺がん検診
肝炎ウィルス検診

5/14

☆13:00～14:30

上瀑ふれあい
センター

 【健康診査】
＊特定健診…………健診日現在で40歳～74歳の大多喜

町国民健康保険加入者
＊後期高齢者健診…検診日現在で75歳以上の後期高齢

者医療保険加入者
　　　　　　　　　 ※一定の障害があると認定された
　　　　　　　　　 　65歳以上含む
＊20・30歳代健診…2019年度で20歳以上40歳未満の方
＊健康増進健診 ……40歳以上の医療保険未加入者
 【胸部レントゲン検診】
　2019年度で40歳以上の方
 【前立腺がん検診】
　2019年度で50歳以上の男性
 【肝炎ウィルス検診】

2019年度で40歳以上の方でこれまで受診したこと
のない方

※2019年度とは、2019年4月2日～2020年4月1日を指します

5/15 旧総元小体育館

5/16

Ｂ＆Ｇ海洋センター5/17

5/18

5/20 農村コミュニティ
センター5/21

5/22 旧老川小学校

おおたきウォーク
5/24

☆10:00
Ｂ＆Ｇ海洋センター ウォーキングを行いたい方（3～4km程度歩きます）

※雨天の場合は、室内で体操を行います6/28 老川基幹集落センター

☆大人の事業☆

行事名 日時 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 5/15・22・29
6/12・26 14:00～16:00

保健センター ※事前に申し込まれている方
大人の脳トレ教室 5/31

6/7・14・21 13:30～15:30

☆高齢者の事業☆
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子 て 信育 通 №.60

　つぐみの森保育園（西畑・老川地区）の年長児は男の子１２名、女の子８名、計２０名です。
昨年度の年長児の行動を真似て、小さなお友だちのお昼寝の手伝いをしたり、遊びのリーダーと
なり、一緒に砂山作りをしたり、散歩の時にお友だちの手を引いたりしています。地域の方の協
力をいただきながら、たけのこ掘りやお米作り、牛の世話などの体験活動をとおし豊かな感性を
やしない、経験したことを日々の生活の中で生き生きと表現できるような、元気いっぱいの子ど
も達に育ってくれればと思っています。

【問合せ・予約先】　ひだまり(みつば保育園)　　　８２－５５３０
　　　　　　　　　　あおぞら(つぐみの森保育園)　８３－１４１１

子育て支援センターからのお知らせ

≪５月７日(火)　出前保育≫
　・場所・・・旧老川小学校
　・時間・・・１０時～１１時

≪５月２１日(火)　出前保育≫
　・場所・・・上瀑ふれあいセンター
　・時間・・・１０時～１１時

≪５月２８日(火)　トットくらぶ≫　	
　・場所・・・つぐみの森保育園
　・時間・・・受付９時３０分～　開始１０時～

≪５月２９日(水)　ベビーマッサージ≫
　・場所・・・みつば保育園　
　・時間・・・受付９時３０分～　
　　　　　　　開始１０時～
　※５月２２日(水)までに予約してください。

≪６月７日(金)　ベビーダンス≫
　・場所・・・つぐみの森保育園
　・時間・・・受付９時３０分～
　　　　　　　開始１０時～
　※５月３１日(金)までに予約してください。

≪５月１６日(木)　リトミックで遊ぼう♪≫　
　・場所・・・みつば保育園　　　　　　　
　・時間・・・受付９時３０分～　開始１０時～
　※５月１４日（火）までに予約してください。

元気もりもり！！　つぐみっ子！！

ライオン VS １２人の猛獣たち(笑)

オリブに向かう
小さなお母さんたち

ここにライオンいます。

みんなで変顔！！
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おめでとう５月生まれ ●誕生日の思い出に（0〜 3歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡ください。
　☎ 82-2111

二
に か い ど う

階堂 いろは さん

大多喜小
４年

入
いりぐち

口　斗
と う ま

真 さん

大多喜小
４年

　わたしのゆめは、ダンサーです。理由は、
ダンスをおどることが好きで、かっこいいか
らです。たくさん練習して、世界一のダンサー
になりたいです。

　ぼくのゆめは、料理人になることです。お
父さんが毎日おいしい料理を作ってくれるの
で、そう思いました。おいしい料理で、行列
のできる人気の店にしたいです。

有家　慈
いつき

姫ちゃん
（３歳）

(正則さん・智美さんの長女 )
 小土呂

（ママからの一言）
　生まれる前から食べることが好き！最近はお姫様が大好き
な、元気で明るい甘えんぼさんに、日々癒されています。

齊藤　庚
こうしろう

志郎ちゃん
（３歳）

(三郎さん・幸子さんの長男 ) 
横山

（ママからの一言）
　いつも笑顔のこうちゃんに、家族全員が癒されてるよ。た
くさん遊んで、いっぱい食べて元気に大きくなってね。たく
さんの嬉しい、楽しいがこうちゃんに続きますように。

　大多喜といえばタケノコが有名ですが、実はその歴史
は比較的新しいのです。そもそも中国が原産地の孟

もんそうちく

宗竹
がいつ日本に渡り、根付いたのかよくわかっていませ
ん。それでも江戸時代には一部に定着していたようで、
幕末期、町内にタケノコ栽培を導入した功労者として、
町内川畑の野

の

渡
わたり

佐
さ

平
へい

次
じ

（明治 23 年没 ) はよく知られて
いました。
　ところで、昨今改元で万葉集が話題になりましたが、
そこにも竹（タケ・ササ類）が結構登場します。女性に
擬
なぞら

えたなよ竹という用例があることも付け加えておきま
しょう。
　タケノコも有名ではありますが、青々としたフキも旬
であります。でもこのフキ、大多喜の人々は余りにも身
近な存在だったためか、それほど関心もないままに私た
ちの周囲から少しずつ姿を消しつつあるのです。という
のも、フキは人の手の入った里山環境のなかで生き延び
てきました。戦後の昭和 30 年代、大多喜の子供たちは
学校行事の一環として、数日に渡りこのフキ採りをして
いました。集めたフキは佃煮業者に売られ、これが学校
の備品などに化けたのですが、それも若い人には無縁の
話でしょう。
　そういえば、現在ではフキも栽培種が出回り（主な産
地は愛知県）、店頭で用が済む時代となりましたが、歴
史のある大多喜のフキを活用しない手はありません。フ
キはアクこそあれ、植物繊維、カリウムなどが豊富で
す。佃

きゃらぶき

煮以外に活かす道があるのではないでしょうか。

喜 さ ん ぽ大 多
～町の文化や自然の豆知識をご紹介します～

―大多喜名物③―
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善意の心を
ありがとうございます

大多喜町ふるさとづくり寄附金（３月分）

1
日	

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会	

	

鳥
居
浩
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会

3
日	

三
育
学
院
大
学
卒
業
式

5
日	

議
会
定
例
会
３
月
会
議（
１
日
目
）

6
日	

議
会
定
例
会
３
月
会
議（
２
日
目
）

7
日	

議
会
定
例
会
３
月
会
議（
３
日
目
）	

8
日	

更
生
保
護
女
性
会
・
夷
隅
地
区
保
護
司
会

意
見
交
換
会

9
日	

大
多
喜
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式	

12
日	

総
務
文
教
・
福
祉
経
済
合
同
常
任
委
員
会

協
議
会

13
日	

福
祉
経
済
・
総
務
文
教
合
同
常
任
委
員
会

協
議
会

15
日	

大
多
喜
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

16
日	

老
川
地
区
新
旧
区
長
会
懇
談
会

18
日	

町
地
域
保
健
対
策
会
議		



19
日	

議
会
定
例
会
３
月
会
議（
最
終
日
）

20
日	

国
保
国
吉
病
院
組
合
議
会
定
例
会

22
日	

自
主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
引
渡
式	

24
日	

総
元
地
区
新
旧
区
長
会
懇
談
会

25
日	

県
庁
訪
問		


27
日	
つ
ぐ
み
の
森
保
育
園
卒
園
式		

28
日	
京
急
本
社
訪
問		



29
日	

副
町
長
退
任
式		



30
日	

さ
く
ら
ま
つ
り		



調理師試験について

春の全国交通安全運動

日時　１０月１２日（土）
場所　TKPガーデンシティ千葉

（千葉市中央区問屋町１－４５）
願書配布開始　５月１３日（月）

※願書は保健所で配布します。
　お早めに取りに来てください。
願書提出期間
　６月２５日（火）～２７日（木）
提出場所　住所地の管轄の健康

福祉センター（保健所）
※住所が県外にある方は県庁健

康福祉部健康づくり支援課で
行います。

問合せ　夷隅健康福祉センター（夷
隅保健所）（勝浦市出水１２２４）

　☎７３−０１４５

期間
1．5月11日（土）〜5月20日（月）
2．交通事故死ゼロを目指す日　

5月20日（月）
目的　入園・入学から1か月が経

過し、新しい生活に慣れはじめ
た子供の交通事故の増加が懸

町
長
日
誌（
3
月
）

念されます。また、依然として高
齢者が関係する死亡事故の割
合が高く、中でも歩行中の事故
が多く発生しています。

　そこで、幼児・児童などに交通社
会の一員としての自覚と基本的
な交通ルール・マナーを身に付
けさせるとともに、高齢者に対
する保護・誘導活動を推進する
など、交通ルールの遵守と交通
マナーを実践することにより、交
通事故防止の徹底を図ることを
目的に実施します。

運動重点
１．子供と高齢者の安全な通行の確

保と高齢運転者の交通事故防止
２．自転車の安全利用の推進（特に、

ちばサイクルールの周知徹底）
３．全ての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底
４．飲酒運転の根絶
問合せ　総務課　消防防災係　

☎82−2111

・申込件数　102件
・申込金額　6,240,000円
・なお、ホームページには寄附を公
表してもよいという方の氏名を掲載
しています。こちらもご覧ください。
《一般寄附金》
・千葉夷隅ゴルフクラブ
 （グリーンフェローズ）様（板谷）
     70,000円
東日本大震災義援金
・コレット商事(有)　取締役 岩瀬秀子
　お客様 146名
平成28熊本地震災害義援金
・コレット商事(有)　取締役 岩瀬秀子
　お客様 146名
平成29年九州北部地方大雨災害義援金
・コレット商事(有)　取締役 岩瀬秀子
　お客様 146名　
平成30年７月豪雨災害義援金
・コレット商事(有)　取締役 岩瀬秀子
　お客様 146名
・大多喜町役場募金箱
平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
・コレット商事(有)　取締役 岩瀬秀子
　お客様 146名
・大多喜町役場募金箱
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危険物取扱者試験に伴う
講習会の開催について

返しきれない借金で
悩んでいませんか？

千葉県立長生特別支援学校
前期学校公開

戦没者遺族の皆さんへ

〇危険物取扱者試験受験者講習会
日時　５月１７日（金）
　　　９時３０分～１６時４５分
受付時間　９時～９時２０分
会場　茂原市東部台文化会館
対象　乙種第４類の取得を目指

している方、または危険物関係
法令等を学ぼうとしている方

受講料　３，６００円（テキスト代別）
※受付にてお支払いください。

（申込不要）
テキスト　①危険物取扱必携

「法令編」　１，３４０円
②危険物取扱必携「実務編」 
　１，３４０円
③例題集「乙種第４類」 １，６６０円
※テキストは消防本部にて販売し

ています。また、当日会場でも購
入できます。

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部　予防課予
防係　☎８０−０１３２

　千葉財務事務所では、無料の
債務相談窓口を開設しています。
●受付時間　月～金（祝祭日を除

日時　５月２８日（火） 
　　　９：２０～１２：００
場所　千葉県立長生特別支援学校

（一宮町東浪見６７６７番地７）
内容　本校の概要説明		

施設設備や授業の様子の参観
問合せ　☎０４７５－４２－２４７０
　《担当　教諭：木村　正代　教

諭：押塚　温子》	

　国（厚生労働省）では戦没者等
遺族による慰霊巡拝団への参加
者を募集しています。
　慰霊巡拝は、先の大戦におい
て亡くなられた肉親の眠る地に赴
き、慰霊・追悼を行うことを目的と
したものです。
○実施地域
　フィリピン、中国、硫黄島ほか
○参加費
　各訪問地の旅費の3分の2
○参加資格　戦没者遺族
問合せ
　千葉県健康福祉指導課　遺族

等援護班
　☎043−223−2337

〇危険物取扱者模擬試験
日時　６月１日（土）
　　　９時３０分～１７時
受付時間　９時～９時２５分
会場　いすみ市大原文化センター
対象　乙種第４類の取得を目指

している方
受講料
①夷隅郡市防火安全協会会員事

業所の方 １，０００円
②会員事業所以外の方 １，５００円
※受付にて事業所の確認をさせ

ていただきます。（申込不要）
テキスト　①危険物取扱必携

「法令編」
②危険物取扱必携「実務編」 
③例題集「乙種第４類」
※テキストは消防本部にて事前に

購入してください。
問合せ　夷隅郡市広域市町村圏

事務組合消防本部　予防課予
防係　☎８０−０１３２

く）8時30分〜正午、13時〜16
時30分まで

問合せ　財務省　千葉財務事務
所　債務相談窓口　☎043−
251−7830
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本だな
大多喜図書館天賞文庫だより

☎82－2459

寄贈本

■おはなし会（子供向け）
　日時：５月１９日　日曜日　午前10時30分から
　内容：コッテンのおきゃくさま・おやおやおやさい・
　　　　はなになりたい
■マイシアター

マイ・シアターとは、図書館所蔵ＤＶＤを研修室の機
材を使用し、研修室の空き状況により、いつでも利用
できます。

　※詳細は、図書館まで問い合わせください。

休館日：７日、１３日、２０日、２７日

ゴールデンウィークも
図書館は開いてるよ！

・傲慢と善良　　　　　　　　　　　　　　　辻村　深月（著）
・かわたれどき（まんまことシリーズ７）　　畠中　恵（著）
・ノースライト　　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫（著）
・新章神様のカルテ　　　　　　　　　　　　夏川　草介（著）
・横道世之介　続　　　　　　　　　　　　　吉田　秀一（著）
・全１９６カ国おうちで作れる世界のレシピ　本山　尚義（著）

・犯人に告ぐ１　上・下　雫井　脩介（著）
・パレード　　　　　　　吉田　修一（著）
・真相　　　　　　　　　横山　秀夫（著）
・深追い　　　　　　　　横山　秀夫（著）
・リアルサイズ古生物図鑑
　　　　　　　　　　　　土屋　健　（著）

新 刊紹介

5月のスケジュール

よ
も
ぎ
摘
み
指
を
染
め
た
る
散
歩
か
な
　
　
　
平
本
　
正
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
変
更
春
の
雨
　
　
　
　
伊
吹
　
万
里

駐
車
場
ま
で
は
濡
れ
行
く
春
の
雨
　
　
　
　
　
鋤
柄
　
直
紀

青
空
に
彼
岸
桜
の
咲
き
ほ
こ
る
　
　
　
　
　
　
塩
田
　
昭
子

疲
れ
居
し
時
沈
丁
の
香
り
く
る
　
　
　
　
　
　
井
守
　
千
鶴
子

寄贈ＣＤ

・ＬＥＴ　ＩＴ　ＢＥ　　　　　　　　　　　　　　ＢＥＡＴＬＥＳ（歌）
・ローリングストーンズ　スターボックス　　ローリングストーンズ（歌）

購入CD

・ＦＥＥＬ　ＳＯ　ＧＯＯＤ
ＣＨＵＣＫ　ＭＡＮＧＩＯＮＥ（歌）

・ＣＨＥＴ　ＢＡＫＥＲ　ＳＩＮＧＳ
ＣＨＥＴ　ＢＡＫＥＲ（歌）

二
年
経
て
庭
の
万
両
は
じ
め
て
の

　
赤
き
実
つ
け
る
冬
の
日
差
し
に
　
　
　
　
　
永
野
　
雅
子

い
く
ば
く
か
雪
積
む
鉢
の
土
を
上
げ

　
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
花
芽
見
え
初
む
　
　
樋
口
　
松
枝

沈
丁
の
花
ま
だ
庭
に
匂
は
ね
ど

　
膨
ら
み
兆
し
寒
の
日
過
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
本
吉
　
得
子

購
ひ
し
義
母
の
好
物
あ
ん
ぽ
柿

　
供
へ
て
香
焚
く
命
日
今
日
は
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
芳
子

朝
靄
の
た
ち
た
る
庭
の
閑
け
さ
に

　
裏
川
の
瀬
音
近
々
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
美
与
子

レファレンスコーナーにインフォスクリーンを
設置しました。

おしらせ

広報おおたき No.608　H31.4.24 22



5月 皐
さ

月
つき
May

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 水 天皇の即位の日 (可燃)特別収集

2 木 国民の休日

3 金 憲法記念日 (可燃)特別収集

4 土 みどりの日

5 日 こどもの日

6 月 振替休日

7 火 出前保育 旧老川小学校 10:00～11:00 (ペット)

8 水 農業委員会 役場大会議室 14:00～ (可燃)

9 木 (不燃)

10 金 (可燃)

11 土

12 日 子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30 (休日受付)

13 月 心配ごと相談
（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 (可燃)

14 火 ひまわり会 福祉センター (ペット)

15 水 (可燃)

16 木 リトミックで遊ぼう♪ みつば保育園 9:30～11:00 (びん)

17 金 (可燃)

18 土

19 日
おはなし会 図書館 10:30～

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

20 月
心配ごと相談（結婚相談、人
権 相 談 、 行 政 相 談 、 年 金 相
談、労災、雇用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00 (可燃)

21 火 出前保育 上瀑ふれあいセンター 10:00～11:00 (ペット)

22 水 (可燃)

23 木 ぬくもり給食会 福祉センター (紙類・衣類)

24 金 おもいやりの会
（大多喜・上瀑） 福祉センター (可燃)

25 土

26 日 第26回消防操法審査会 多目的広場 8:30～13:00

27 月 心配ごと相談
（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 (可燃)

28 火 トットくらぶ つぐみの森保育園 9:30～11:30 (ペット)

29 水 ベビーマッサージ みつば保育園 9:30～11:30 (可燃)

30 木   (缶類）

31 金 (可燃)

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

人口と世帯
平成 31 年 4 月１日現在

人　口 ９, ０６５人（－４９）
男 ４, ４２１人（－１８）
女 ４, ６４４人（－３１）

世帯数 ３, ７９７世帯（－　６）
（　）は、前月比

慶　弔（３月届）
出　生 １人
死　亡 １８人

転出入（３月届）
転　入 ３４人
転　出 ６６人

交通事故発生状況

発生件数 ２件（　７）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 2 人（１１）

３月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 １件（　　１）

救急件数 ４５件（１２９）

内訳
２件（　　８）

２８件（　８７）
１５件（　３４）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 ( ３月中)

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120-143-251
（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など
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　・広報おおたき４月号でお知らせした診療日、診療科が変更となっています。
　・診療科によって受付時間や対応が異なります。
　・休診日は内科か外科のどちらかの救急対応（５月５日は小児科を含む）となりますので、いずれの
　　場合も、受診を希望の方は電話にて確認ください。
問合せ　いすみ医療センター　☎86−2311

いすみ医療センター
２０１９年ゴールデンウィークの外来診療に関するお知らせ

夷隅郡市内医療機関　ゴールデンウィーク診療日程表

4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

診療
科目

外科・内科
(午前のみ)

休診 外科・内科・
整形外科・
耳鼻咽喉科

休診 休診 外科・内科・
小児科・整形
外科

休診 外科・内科
(午前のみ)

休診 休診

4月27日 4月28日 4月29日 4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日
医療機関名 土 日 昭和の日 退位の日 即位の日 国民の休日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日
ひあり内科医院 〇
大原眼科クリニック 〇 午前
大原クリニック 〇 〇 〇
土屋外科内科医院 〇 〇 〇
いすみこころのクリ
ニック 〇

大原医院 午前 〇
北村整形外科 〇 午前
斉藤医院 午前 〇 〇 午前
大原台クリニック 〇 〇 〇 〇
川崎病院 〇 〇 〇 〇
大多喜整形外科 午前
小髙外科内科 午前 〇 〇
大多喜病院 〇
君塚医院 午前 午前 午前 午前
吉田外科内科 午前 〇
外房こどもクリニック 〇 〇 〇 〇
岬病院 午前
永津さいとう医院 〇
もりかわ医院 〇 〇 〇 〇
山本医院 午前
御宿田口整形外科
クリニック 午前 〇

青葉クリニック 〇
勝浦整形外科クリ
ニック 〇 〇 〇 〇 〇 〇

越後貫医院 午前 〇
勝浦眼科医院 午前 午前
塩田病院 午前 〇 〇 〇
川上医院 午前 〇 午前 〇
長島医院 午前
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▲講師の話に耳を傾ける参加者

　

２
月
４
日
（
月
）
、
滋
賀
県
甲
賀

市
議
会
議
員
６
名
が
視
察
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
視
察
で
は
、
い

す
み
鉄
道
の
存
続
と
画
期
的
な
経
営

戦
略
や
老
川
小
学
校
の
閉
校
後
の
効

果
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
多
く
の
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
も
、
信
楽
高
原
鉄
道
や
閉

校
し
た
学
校
の
活
用
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
を
開
催

▲大会議室で行われた研修会▲研修会で使用したタブレット端末

い
す
み
鉄
道
や
旧
老
川

小
学
校
を
視
察

　
滋
賀
県
甲こ

う

賀か

市

議
会
議
員
が
来
町

▲観光本陣で意見交換
この後、上総中野駅までいすみ鉄道に乗車
しました。

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き

　

２
月
５
日
（
火
）
、
御
宿

町
公
民
館
で
平
成
30
年
度
第

２
回
夷
隅
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
、
議
員
と
役
場

職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
講
演
会
方
式
で

「
清
水
塾
」
塾
長
の
清
水
慎

一
先
生
か
ら
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

観
光
に
よ
り
地
域
を
元
気

に
す
る
に
は
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な

く
、
受
け
入
れ
態
勢
の
工
夫

が
必
要
と
の
こ
と
。

　

３
月
27
日
（
水
）
、
議

会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。
議
会
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
全
国

で
１
５
０
余
り
の
自
治
体

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
資
料
が
入
っ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
事

に
よ
り
、
「
議
員
の
資
料

整
理
、
情
報
伝
達
の
迅
速

化
、
町
民
説
明
資
料
の
充

実
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

職
員
の
業
務
削
減
」
等
に

効
果
が
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
導
入
に

向
け
さ
ら
な
る
研
鑽
を
重

ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

観
光
地
づ
く
り
で
な
く

「
観
光
地
域
づ
く
り
！
」
が

観
光
戦
略
の
基
本
と
教
示
さ

れ
ま
し
た
。

観
光
地
づ
く
り
か
ら

　
　
観
光
地
域
づ
く
り
へ

郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
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指
定
管
理
と
な
っ
た

大
多
喜
城
下
駐
車
場

◀︎

平成３０年第１回議会定例会

   ３月５日から19日まで開催し、平成31年度予
算のほか条例改正や平成30年度補正予算など２
４議案、同意２件、請願１件を審議しました。
　審議結果は28ページから30ページに掲載して
います。
　また、一般質問は９名の議員が行いました。
　議案や一般質問の内容は、紙面の都合で要約し
て掲載しています。詳しい内容は、町ホームペー
ジや閲覧用会議録をご覧ください。

副町長を選任
　鈴木朋美副町長の任期が3月31日満了となるこ
とから、後任として西郡栄一総務課長を選任する
ことに同意しました。
　任期は、平成31年4月1日から4年間となります。

教育委員会委員を任命
　教育委員会委員うち、宮本清委員（小土呂）の
任期が3月31日満了となることから、再任するこ
とに同意しました。
　任期は、平成31年4月1日から4年間となります。

町営駐車場の管理を指定管理者が行うこ
とになります
　町営駐車場の指定管理者を、株式会社わくわく
カンパニー大多喜とすることを可決しました。
・管理を行う町営駐車場

桜台駐車場、大多喜城下駐車場、粟又駐車場、
麻綿原駐車場

・指定管理の期間
　平成31年4月1日から平成36年3月31日まで
    　　　　  （新元号　令和6年3月31日まで）

森林環境譲与税基金条例を制定
　町が主体となって行う森林整備に必要な経費の
財源に充てるため、森林環境譲与税基金を設置す
ることを可決しました。
　基金の財源は、国から交付される森林環境譲与
税を充てるものです。

３月会議
観光施設等管理基金条例を制定
　大多喜共栄会から寄附される案内看板、歓迎塔や
町観光施設等の管理に必要な経費に充てるための観
光施設等管理基金を設置することを可決しました。
　基金の財源の一部は、大多喜共栄会からの寄附
金を充てるものです。

平成30年度一般会計補正予算（第6号）
   5,285万円を増額
　公共施設整備基金積立金、ふるさと基金積立
金、塵芥処理負担金等の追加及び地籍調査等委託
費、合併浄化槽設置補助金などの減額により、総
額を53億4,045万9千円とする補正予算を可決し
ました。
（主な補正内容）
・公共施設整備基金積立金 5,000万円
・地籍調査等委託料 △4,560万円
・ふるさと基金積立金  3,480万円
・小中学校施設整備基金積立金 3,000万円
・福祉基金積立金 2,515万3千円
・観光施設等管理基金積立金 1,500万円
・ふるさと納税事業報償費 508万2千円
・合併浄化槽設置補助金 △266万8千円
・テニスコート防風ネット設置工事 100万7千円

平成30年度一般会計補正予算（第7号）
   109万円を増額
　教育委員会事務事業の委託料109万円を追加
し、補正後の予算総額を53億4,154万9千円とす
る補正予算を可決しました。

平成31年度一般会計・特別会計・企業
会計予算を可決
　一般会計、特別会計（鉄道経営対策事業基金、
国民健康保険・後期高齢者医療、介護保険）、企
業会計（水道事業、特別養護老人ホーム事業）予
算の提案説明のあと、3月12日、13日に総務文教
常任委員会と福祉経済常任委員会が合同で協議会
を開き、執行部から詳細説明を受け、3月19日の
本会議で原案のとおり可決しました。
  各会計ごとの予算の概要は、6ページから7ペー
ジをご覧ください。

《関連記事》
　平成31年度の注目事業　27ページ
　平成31年度予算に対して、反対、賛成討論　
　31ページ
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平成３１年度予算
予算の着実な事業執行を望みます

注目の事業
をチェック
 （一般会計)

500万円
水道未普及地域対策事業新規

3,412万8千円
橋梁長寿命化事業継続

6,179万2千円
有害鳥獣駆除対策事業継続

1,273万3千円
基幹農道整備事業新規

591万3千円
日墨友好記念碑作成事業継続

1億3,452万円
観光まちづくり推進事業継続

上水道の給水区域外等で給水施設を整備する
ための補助金
　対象経費

ボーリング工事費、ポンプ設置工事費、
給水管工事費、貯水タンク
設置工事費など

　補助金の額　
　　補助対象経費の1/2
　　限度額　１戸当たり50万円

農道の保全対策として、基幹農道（川畑～田
代）の橋梁3箇所の定期点検を行うもの。
　実施箇所
　　たけんこ橋
　 （川畑地先）
　　せせらぎ橋
　 （平沢地先）
　　平田橋
　 （田代地先） 平沢地先のせせらぎ橋

主な事業
・被害防止実施団体補助金 3,548万7千円

 （防護柵の設置及びサルの行動域を把握する
ための調査委託や調査結果による群れごと
の捕獲を実施）

・捕獲報償費 1,580万円
・イノシシ棲み家撲滅補助金 530万1千円
・駆除委託料 359万4千円

地方創成推進交付金を活用した、官民共同に
よるまちづくり事業
主な事業
・釜屋、商い資料館などの施設改修工事
・城下町通りの立体減速の表示化などの施設

整備工事
・㈱わくわくカンパニー大多喜への補助金

橋梁定期点検業務
　町道弓木平沢線　奥

おく

有
う ち な し

池娜思橋ほか

橋梁補修工事

橋梁改修設計業務
　町道弓木西下線
   　前堀橋

弓木地先の前堀橋

大多喜町とメキシコ合衆国との友好の象徴と
して、友好記念碑を設置。
・工期終了予定日　9月30日まで
・設置場所　　大多喜地先・南郭踏切付近

憩いの場所として、舟形のベンチに座ることができます

友好記念碑のイメージ
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

3月会議

同 意
第 2 号

教育委員会委員の任命……平成31年3月31日
をもって教育委員会委員1名が任期満了となる
ため、再任とすることについて同意を求める
もの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第10号

指定管理者の指定……町営駐車場の指定管理者
の指定について、議会の議決を求めるもの。 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第11号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定……働き方改革関連法
に基づき、超過勤務命令の上限時間などにつ
いて必要な措置を講じるための改正。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第12号

大多喜町森林環境譲与税基金条例の制定……
森林経営管理法が平成31年4月1日施行される
ことに伴い、町が主体となって行う森林整備
などに必要な事業経費に充てる基金を設置す
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第13号

大多喜町観光施設等管理基金条例の制定……大
多喜共栄会からの寄附金を財源の一部とし、案
内看板、歓迎塔など観光施設等の管理に必要な
事業経費に充てる基金を設置するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第14号

大多喜町家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正……児童
福祉法に基づく家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準の一部改正に伴い町条例を
改正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第15号

大多喜町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正…
…学校教育法に基づく放課後児童健全育成事
業の設備及び運用に関する基準の一部改正に
伴い町条例を改正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第16号

大多喜町ひとり親家庭等医療費等の助成に関す
る条例の一部改正……千葉県ひとり親家庭等医
療費等助成事業実施要領の支給基準の見直しが
されたことに伴い町条例を改正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第17号

大多喜町水道事業に係る技術上の監督業務を
行う布設工事及び布設工事監督者の資格並び
に水道技術管理者の資格を定める条例の一部
改正……水道法施行令に規定されている水道
技術管理者等の資格に、地域の実情に応じた
資格要件を町条例に加えるもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第18号

町道の廃止……道路台帳更新に伴い、ほぼす
べての路線で変更となるため、全路線を一括
廃止とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第19号

町道の認定……道路台帳更新のため、全路線
を一括認定とするもの。
　路線数　520路線、全体延長　25万7,608ｍ

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

議 案
第20号

平成30年度一般会計補正予算（第6号）……公
共施設整備基金、ふるさと基金、小中学校施設
整備基金等の積立金などを追加し、補正後の予
算総額を53億4,045万9千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第21号

平成30年度国保特別会計補正予算（第4号）…
…療養給付費、財政調整基金積立金等の増額及
び介護納付金等の減額などにより9,382万3千円
を追加し、補正後の予算総額を14億125万円
とするもの。

可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第22号

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第2号）……後期高齢者医療広域連合納付
金266万1千円を減額し、補正後の予算総額を
1億3,233万4千円とするもの。	

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第23号

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第4
号）……居宅介護給付費、介護給付費準備基
金積立金等の増額及び居宅介護サービス計画
作成費の減額などにより、2,464万7千円を追
加し、補正後の予算総額を11億6,954万7千円
とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第24号

平成30年度水道事業会計補正予算（第3号）
……動力費、薬品費の増加及び面白浄水場更
新工事費等の減額により、補正後の予算総額
を水道事業収益5億2,410万7千円、水道事業費
用5億1,820万6千円、資本的収入3,390万1千
円、資本的支出1億8,613万3千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第25号

平成30年度特別養護老人ホーム事業会計補
正予算（第4号）……施設入所介護費収益、
臨時職員賃金、賄材料費の減額などにより、
補正後の予算総額を事業収益1億9,391万9千
円、事業費用2億6,517万7千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

請 願
第 1 号

後期高齢者の窓口負担の原則１割負担の継続
を求める請願書
（請願者）全日本年金者組合大多喜夷隅支部

不採択 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● －

議 案
第26号

平成31年度一般会計予算……予算総額を49億
9,400万円とするもの。 可決 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第27号

平成31年度鉄道経営対策事業基金特別会計予
算……予算総額を18万円とするもの。 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第28号

平成31年度国保特別会計予算……予算総額を
13億1,193万1千円とするもの。 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第29号

平成31年度後期高齢者医療特別会計予算……
予算総額を1億3,199万3千円とするもの。 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第30号

平成31年度介護保険特別会計予算……総額を
11億7,378万2千円とするもの。 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

議 案
第31号

平成31年度水道事業会計予算……収益的収入を
5億5,147万1千円、収益的支出を4億8,434万
9千円、資本的収入を8億1,658万8千円、資本
的支出を11億2,965万円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第32号

平成31年度特別養護老人ホーム事業会計予算
……収益的収入を2億3,194万円、収益的支出
を2億8,225万円、資本的収入を28万5千円、
資本的支出を213万5千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同 意
第 3 号

副町長の選任……平成31年3月31日をもって
任期満了となる鈴木朋美副町長の後任者の同意
を求めるもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 案
第33号

平成30年度一般会計補正予算（第７号）……
町道改良事業などの繰越明許費の補正や教育
委員会事務事業費を追加し、補正後の予算総
額を53億4,154万9千円とするもの。	

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　議会定例会３月会議は、２１名の方々に傍聴に来ていただきました。
　傍聴にいらした方からの感想や意見の一部を紹介します。

〇初めて議会傍聴をさせていただき感じたことは、議案に対する反対、賛成意見を述べてからの
採決がチョット新鮮な感じがした。ぜひ町民の皆様にも傍聴をお勧めしたい。 （60代　男性）

〇各議員とも、住民生活に密着する予算審議書には、多くの「ポイント紙」が貼られ、予算執行に
対して熱心に勉強されていることを感じました。今後とも、地域住民の目線で開かれた議会、
大いに期待しています。 （70代　男性）

〇新年度予算の審議を傍聴し、予算書が手元になく内容が良く分からなく残念でしたが、勉強
ができたことや今の町の問題点が良く分かりました。また、前の議会で決定された問題をまた
質問しているのを聞き、質疑の方法を検討してもらいたいと思った。 （70代　男性）

〇平成31年度予算の質疑から採決が行われるなか、議案とかけ離れた質疑をする場面もありま
したが、議長の軌道修正で各議案とも可決されました。町民の皆様もぜひ議会の傍聴をお勧め
します。議会だよりでは理解できない雰囲気を味わえること請け合いです。 （60代　男性）

日時：６月２日（日）
　　　午前１０時から

議会定例会６月会議は、多くの方々に傍聴に来ていただけるよう
日曜日に開催を予定しています。

どなたでも傍聴できます。
傍聴を希望される方は議会事務局までお越しください。

議会傍聴者からの声
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議案第２８号　平成３１年度国民健康保険特別会計予算

反　対
□一般会計からの法定外繰入を復活し、国

保税を下げて欲しい。
□今年度見込まれる剰余金は、現在の国保

加入者の国保税軽減に充てるべき。

賛　成
〇国保税や県からの補助金が適正に計上さ

れている。
〇特定健診や特定保健指導なども予算計上

されており、医療費抑制を図るための適
正な運営が見込まれる。

議案第２９号　平成３１年度後期高齢者医療特別会計予算

反　対
□加入者特別軽減の廃止が行われ、窓口

負担の引き上げも考えられている。
□制度運営の改善を求める。

賛　成
〇保険料負担の軽減は望むところであるが、

保険制度の安定と将来の制度の持続のた
め、全世代型の社会保障の中で取り組んで
いる。

議案第３０号　平成３１年度介護保険特別会計予算

反　対
□事業者の事業展開や被保険者利用も年々

厳しくなっている。
□国へ、制度への国費投入を要望する。

賛　成
〇町の高齢化率は、40％を超えている。
〇低所得者保険料軽減の繰入もされている。
〇町では、小規模多機能型居宅介護施設の

設置が予定されている。

議案第３２号　平成３１年度特別養護老人ホーム事業会計予算

反　対
□反対意見はありませんでした。

賛　成
〇町唯一の施設。困難事例も多く受け入れ

ている。
〇外国人実習生の受け入れなど経営努力も

見られる。

討論
反　対

□高速バス（品川便）は、運行補助金のいら
ない東京便路線バスに切り替えるべきでは
ないか。

□国保の子どもの保険料の見直しや、医療
費補助の拡大をすべき。

□観光まちづくり事業の進め方が拙速すぎる。

賛　成
〇過疎、人口減少を脱するために、交通政

策は重要。
〇総合計画などに基づいた予算編成内容と

なっている。
〇確実、着実な執行を望む。

議案第２６号　平成３１年度一般会計予算

討論とは…採決の前に、議題となっている議案に対して反対か
　　　　　賛成か自己の意見を表明することをいいます。
反対、賛成討論とも紙面の都合で要旨を掲載しています。
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町　政　を　問　う
 一 般 質 問（ ３ 月 会 議 ）

一般質問は町政全般について、希望する議員が行うもので、制限時間は1時間以内です。
質問の順番は受付順となっています。
質問、答弁の概要を33ページから40ページに掲載してありますが、質問、答弁時間が40分程度
の場合は1/2ページ掲載としています。

質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ

生
そう

　　剛
たけし

１．活力ある大多喜高校のために
２．フィルムコミッションと映画化
３．歴史的資産の活用

山
やま

田
だ

　久
ひさ

子
こ

１．防災対策も含む学校施設・旧学校施設・生涯学習施設の施設整備と学校
　　教育環境整備について
２．観光案内看板等設置の推進状況について
３．消防団の整備充実について

麻
あ

生
そう

　　勇
いさむ １．大多喜町の人口減少問題について

２．西畑地区の地域起こしについて

野
の

中
なか

　眞
ま

弓
ゆみ

１．就学援助制度の拡充について
２．学校給食運営について
３．大多喜ＤＭＣを核とした観光まちづくりについて

吉
よし

野
の

　一
かず

男
お １．特別養護老人ホームの経営状態や今後の運営方針について

２．いすみ鉄道の課題や今後の経営見通しについて

渡
わたなべ

辺　泰
やすのぶ

宣
１．町の産業について
２．ゴミの焼却施設について

３月５日

質　問　議　員 質　問　事　項

志
し

関
せき

武
む

良
ら

夫
お １．町道の維持管理の対応について 

２．防犯灯の整備等について 

吉
よし

野
の

　僖
き

一
いち

１．マイナンバーカードについて
２．予約制乗合タクシーと里山満載タクシーについて
３．ブランドメッセージ策定について
４．旧西中学校の有効活用について

根
ね

本
もと

　年
とし

生
お １．大多喜高校の定員割れを阻止し、永久存続させるために

２．がけ地を背負っている公共施設等の防災、減災対策について

３月６日
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問

問

問

問

問

問 教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

今
井
兼
次
氏
の
手
が
け
た

役
場
中
庁
舎
。

　

こ
の
歴
史
的
資
産
を
、
よ
り
一

層
、
文
化
的
、
学
術
的
、
観
光
的

に
活
用
す
る
道
を
探
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。

中
庁
舎
は
、
ユ
ネ

ス
コ
ア
ジ
ア
太

平
洋
文
化
遺
産
保
全
賞
な
ど
受
賞

し
、
平
成
27
年
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
と
し
て
の
活
用
な
ど

も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
ま

す
。 歴

史
的
資
産
の
活
用
に

つ
い
て

問

▲大多喜高校の全景

麻生　剛　議員

問　教員基礎コース、中高一貫教育、寄宿制の導入を
答　千葉県や大多喜高校と協議をしていきたい

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
映
画
化
に
つ
い
て

大
多
喜
高
校
が
未
来
に
向

か
っ
て
、
生
命
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
た
め
に
提
案
す
る
。

　

教
育
基
礎
コ
ー
ス
の
導
入
を
試

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

昨
年
、大
多
喜
高

校
支
援
推
進
委
員

会
で
教
育
基
礎
コ
ー
ス
の
設
置
検

討
が
提
案
さ
れ
、県
教
育
庁
に
設

置
に
向
け
た
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

　

設
置
は
千
葉
県
が
決
定
す
る
こ

と
で
す
が
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
上
か
ら
、
今
後
も

学
校
と
協
議
を
重
ね
、
大
多
喜
高

校
支
援
推
進
委
員
会
で
も
支
援
方

法
な
ど
協
議
し
て
い
き
た
い
。

中
長
期
的
視
野
に
基
づ
く

教
育
方
法
の
実
践
の
た
め

に
、
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
実
績
と
地
域
経
済
や
文

化
の
向
上
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ

し
、
対
外
的
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
た
の
か
。平

成
30
年
の
実
績

と
し
て
、
映
画
撮

影
、
情
報
番
組
な
ど
17
件
と
な
り

ま
す
。

　

撮
影
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
も

の
は
、
食
事
や
宿
泊
な
ど
地
域
経

済
へ
の
影
響
が
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
映
に
よ
り
大
多
喜
町

を
知
り
、
訪
れ
る
方
も
い
ま
す
の

で
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

日
墨
西
友
好
発
祥
の
も
と

と
な
っ
た
人
類
史
に
残
る

人
道
主
義
的
に
輝
か
し
い
功
績
の

６
年
間
の
一
貫
教

育
は
、
継
続
的
な

指
導
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

設
置
す
る
場
合
は
、
大
多
喜
中

学
校
を
は
じ
め
、
近
隣
の
公
立
中

学
校
へ
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。町

内
の
廃
校
の
活
用
と
し

て
、
大
多
喜
高
校
の
寄
宿

舎
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
、
遠
距
離
の
方
々
を
引
き
受
け

て
は
ど
う
か
。

千
葉
県
が
策
定
し

た
県
立
学
校
改
革

推
進
プ
ラ
ン
に
は
、
寄
宿
舎
に
つ

状
況
を
映
画
化
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

平
成
21
年

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
本
多
忠
勝
・
忠
朝
誘

致
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
署

名
活
動
、
広
報
活
動
、
本
多
家
ゆ

か
り
の
自
治
体
へ
の
協
力
依
頼
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
大
河
ド
ラ
マ
化
の
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

い
て
計
画
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在

検
討
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
期
改
革
推
進
プ
ラ
ン
策
定
の

中
で
、
大
多
喜
高
校
に
寄
宿
舎
を

導
入
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

千
葉
県
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。
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問

問

問

問

問 問

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

生
涯
学
習
課
長

消
防
団
の
装
備
基
準
に
含

ま
れ
る
６

※

種
の
機
材
を
、

国
の
防
災
、
減
災
緊
急
対
策
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
整
備
充
実
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

救
急
救
助
用
資

機
材
の
整
備
を

す
る
た
め
の
補
助
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
の
意
見

を
確
認
し
た
い
。

※救急救助用資機材６種

　エンジンカッター
　チェーンソー
　油圧切断機
　ＡＥＤ
　油圧ジャッキ
　トランシーバー

問　学校のトイレを洋式化へ早期改修を
答　小学校から見直しをしていきたい

消
防
団
の
整
備
充
実
に

つ
い
て

観
光
案
内
看
板
等
の
設
置

に
つ
い
て

学
校
の
ト
イ
レ
は
、
数
は

あ
る
が
和
式
ト
イ
レ
が
多

い
状
況
で
、
洋
式
ト
イ
レ
に
子
ど

も
達
が
並
ん
で
使
用
し
て
い
る
。

　

洋
式
ト
イ
レ
の
数
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

和
式
ト
イ
レ
も
必

要
と
考
え
ま
す

が
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
洋
式
ト
イ
レ
の

設
置
割
合
の
少
な
い
小
学
校
か
ら

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

大
多
喜
小
学
校
図
書
室
と

大
多
喜
中
学
校
体
育
館
に

雨
漏
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、

対
策
は
ど
の
よ
う
に
と
ろ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。雨

水
の
排
水
溝
を

掃
除
す
る
な
ど
し

解
消
し
て
い
ま
す
が
、
雨
量
や
風

向
き
に
よ
り
雨
漏
り
す
る
箇
所
も

観
光
案
内
看
板
等
の
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
と
、
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
の
宣
伝
広
告
看
板

の
設
置
や
外
国
語
表
示
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

現
在
、
観
光

案
内
看
板
等

の
一
覧
表
の
作
成
が
終
わ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
表
示
内
容
の
修
正

や
修
理
の
必
要
が
あ
る
か
把
握
を

行
い
、
整
備
の
優
先
順
位
を
決
め

て
い
き
た
い
。

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
用
看
板
と
し
て

あ
り
ま
す
。
原
因
が
特
定
で
き
な

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
大
多
喜
中
学
校
体
育
館

屋
根
は
補
修
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。避

難
所
に
も
な
る
体
育
館

の
空
調
整
備
を
「
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
」
の
活
用
や
強

力
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
の
導
入
で

検
討
で
き
な
い
か
。

普
通
教
室
、
特
別

教
室
へ
の
整
備
を

優
先
し
て
い
ま
す
。
授
業
や
部

活
動
時
に
は
、
熱
中
症
対
策
に

配
慮
し
て
い
ま
す
の
で
、
体
育

館
へ
の
設
置
は
現
在
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

避
難
所
の
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と

は
大
切
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
整
備
の
ほ
か
、
旧

総
元
小
、
旧
上
瀑
小
体
育
館
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
性
、
非
常

用
電
源
装
置
の
整
備
な
ど
あ
り

ま
す
の
で
、
優
先
順
位
を
定
め

対
応
し
て
い
き
た
い
。

２
０
２
０
年
に
水
銀
灯
の

製
造
が
中
止
さ
れ
る
と
聞

く
。
本
町
の
旧
小
学
校
体
育
館
と

Ｂ
＆
Ｇ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
照

明
灯
の
対
策
を
伺
う
。旧

小
学
校

（
総
元
、
上

瀑
）
体
育
館
は
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ

ド
ラ
ン
プ
、野
球
の
雨
天
練
習
場

は
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、水
銀
灯
製
造

中
止
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山田　久子　議員

の
電
光
掲
示
板
な
ど
も
一
つ
の
方

法
、
外
国
語
表
示
看
板
も
で
き
る

だ
け
制
作
し
て
い
き
た
い
。
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問

問

問

問問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

捕
獲
し
た
鳥
獣
は
、
肉
の

み
を
利
用
し
て
お
客
様
に

提
供
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
部

位
の
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

肉
以
外
の
部

分
を
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か

問　人口減少問題への具体的な施策は
答　結婚・出産・子育て支援や住宅政策などを推進
　　したい

麻生　勇　議員

西
畑
地
区
の
集
客
施
設

に
よ
る
地
域
起
こ
し
に

つ
い
て

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の

活
用
に
つ
い
て

▲上総中野駅前で行われた「けよけよ市」

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

具
体
的
対
策
や
施
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。第

３
次
総
合
計
画

で
は
、
町
は
10

年
後
（
令
和
７
年
度
末
）
の
人
口

を
８
５
０
０
人
と
す
る
目
標
を
掲

げ
、
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
出

会
い
の
場
の
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
男
女
が
集
う
拠
点
づ
く
り
。

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
出
産
祝

金
、
中
学
生
ま
で
の
給
食
費
の
助

成
。

　

住
宅
政
策
で
は
、
分
譲
地
や
町

営
住
宅
の
整
備
、
空
き
家
を
活
用

し
た
企
業
誘
致
に
よ
る
就
業
の
促

進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

人
口
問
題
は
若
い
人
達
に

的
を
絞
っ
て
対
策
を
講
じ

る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
住
民
と
観
光
客
が
共

に
集
え
て
、
飲
食
が
提
供

で
き
る
よ
う
な
拠
点
、
上
総
中
野

駅
周
辺
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

上
総
中
野
駅
周
辺

地
域
の
活
性
化

は
、
平
成
28
年
度
中
野
駅
周
辺
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
中
野
駅

周
辺
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
の
基
本
方
針
と
し

て
、
観
光
客
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
、
住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

交
流
拠
点
施
設
な
ど
の
整
備
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
地
域
住
民
に
よ

昨
年
12
月
、
移
住

交
流
推
進
機
構
の

支
援
を
受
け
、
子
育
て
移
住
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
２
組
９
名
の

参
加
が
あ
り
、
１
組
は
本
町
へ
の

移
住
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
取
り
組
み
に
よ
り
町

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
切

と
考
え
ま
す
。

る
主
体
的
な
参
画
を
基
本
に
、
検

討
委
員
会
で
の
意
見
を
尊
重
し
、

地
域
の
活
性
化
施
設
の
整
備
を
実

施
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

検
討
し
ま
し
た
が
、
保
管
場
所
の

確
保
の
問
題
な
ど
に
よ
り
実
現
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
状
で
は
、
利
用
方
法
は
あ
っ

て
も
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
鳥
獣
肉
は
イ
ノ
シ

シ
の
み
だ
が
、
そ
の
他
の

動
物
肉
の
利
用
拡
大
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
以

外
の
動
物
に

つ
い
て
は
、
シ
カ
や
キ
ョ
ン
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

肉
と
し
て
使
用
で
き
る
割
合

は
、
イ
ノ
シ
シ
は
体
重
の
30
％

か
ら
35
％
に
対
し
、
シ
カ
は
25
％

か
ら
30
％
、
キ
ョ
ン
は
15
％
か
ら

20
％
程
度
と
な
り
、
効
率
が
悪
い

こ
と
や
、
体
毛
が
抜
け
や
す
く
衛

生
面
で
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
解
体
施
設
の
改
修
や
解

体
技
術
者
の
確
保
な
ど
の
必
要
も

あ
る
た
め
、
現
在
は
取
り
扱
わ
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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問

問 問

問

問 問

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

就
学
援
助
制
度
の
入
学
準

備
金
は
、
今
年
度
２
倍
に

な
っ
た
が
、
ま
だ
制
服
や
ラ
ン
ド

セ
ル
購
入
代
に
及
ば
な
い
。
国
並

み
に
支
給
額
の
引
き
上
げ
を
。

今
ま
で
も
、
国
基

準
に
合
わ
せ
た
町

の
要
綱
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
国
基
準
に
対
応
す
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
は
定
め
て
い
る
が
、
町

は
未
実
施
の
項
目
が
あ

る
。
ク
ラ
ブ
活
動
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
等
、
早
急
に
追
加
実
施
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

支
給
項
目
を
追
加

す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、夷
隅
郡
市
内
の
各
自
治
体

問　学校給食の民間委託はやめて直営自校式に
答　今の給食センターを有効活用していきたい

野中　眞弓　議員

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

学
校
給
食
を
民
間
に
委
託

す
る
と
い
う
提
案
が
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
話
し
合

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
計
画
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
、
調
理
業
務

委
託
に
よ
る
運
営

に
つ
い
て
、
直
営
で
運
営
し
た
場

合
と
の
比
較
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
開
催
の
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

民
間
委
託
の
最
大
の
目
的

は
、
経
費
削
減
に
あ
る
。

利
益
追
求
の
企
業
の
下
で
、
給
食

の
質
や
安
全
性
、
調
理
員
の
処
遇

等
の
低
下
の
心
配
は
な
い
の
か
。

委
託
し
た
場
合
で

も
、
学
校
給
食
法

で
定
め
ら
れ
た
「
学
校
給
食
栄
養

管
理
者
」
を
配
置
し
ま
す
の
で
、

給
食
の
質
及
び
安
全
性
が
低
下
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

調
理
員
に
つ
い
て
も
、
正
職
員

は
他
の
部
署
に
配
置
換
え
と
な
り

処
遇
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

臨
時
職
員
は
、
同
じ
条
件
以
上

で
受
託
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
れ
ば
、
処
遇
に
つ

い
て
受
託
者
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

と
の
情
報
交
換
を
行
い
、動
向
を

注
視
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

困
っ
た
時
に
頼
れ
る
制
度

が
あ
っ
て
も
、
知
ら
な
け

れ
ば
無
い
も
同
然
。
わ
か
り
や
す

く
、
も
れ
な
く
、
申
請
し
や
す
い

よ
う
周
知
す
る
考
え
は
。

制
度
の
周
知
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
小
学
校
入
学
説
明
会
及
び
毎

年
度
末
に
児
童
生
徒
を
通
じ
て
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
児
童
生
徒
が
い
な
い

世
帯
に
も
周
知
す
る
た
め
、
広
報

紙
な
ど
に
掲
載
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

安
全
で
お
い
し
い
給
食

は
、
学
校
生
活
を
豊
か
に

す
る
。
食
は
い
の
ち
そ
の
も
の
。

直
営
自
校
式
で
、
行
政
が
責
任
を

も
っ
て
こ
れ
を
守
る
考
え
は
。

直
営
自
校
式
と
す

る
に
は
、各
学
校
に

調
理
場
を
設
置
す
る
こ
と
や
「
学

校
給
食
栄
養
管
理
者
」
を
配
置
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
選
択
肢
の
一
つ
で

す
が
、
現
時
点
で
は
、
今
の
施
設

を
有
効
活
用
し
た
運
営
と
し
、
切

り
替
え
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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問

問 問

問

問 問

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

老
人
ホ
ー
ム
所
長

老
人
ホ
ー
ム
所
長

老
人
ホ
ー
ム
所
長

町
民
の
通
勤
・
通
学
に
欠

か
せ
な
い
い
す
み
鉄
道
、

長
期
収
支
計
画
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ

ン
２
０
１
９
に
つ
い
て
、
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
31
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
を
期

間
と
す
る
計
画
の
主
な
見
直
し
項

目
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑴
収
益
減
に
伴
い
、
普
通
旅
客
数

の
改
善
を
図
る
こ
と
。

⑵
鉄
道
業
以
外
の
旅
行
業
、
売
店

業
な
ど
付
帯
事
業
の
経
営
形
態

を
検
討
す
る
こ
と
。

⑶
自
治
体
派
遣
職
員
の
配
置
や
事

業
の
採
算
性
の
精
査
、
広
報
、

営
業
の
強
化
な
ど

い
す
み
鉄
道
新
社
長
が
掲

げ
る
、
新
た
な
経
営
見
直

し
に
つ
い
て
、
今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み
内
容
を
伺
い
た
い
。

ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ

ン
２
０
１
９
の
推

進
の
ほ
か
、
社
長
報
酬
の
減
額
、

経
営
内
容
の
精
査
に
よ
る
組
織
の

見
直
し
な
ど
経
営
改
善
に
向
け
た

問　特別養護老人ホームの今後の運営方針について
答　赤字削減のため、業務の見直しや経費節減を
　　継続していく

吉野　一男　議員

い
す
み
鉄
道
の
今
後
の

経
営
見
通
し
に
つ
い
て

▲菜の花と桜といすみ鉄道

介
護
士
を
確
保
で
き
た
場

合
、
居
室
の
閉
鎖
を
解
除

し
、
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
可
能
か
伺
い
た
い
。

受
け
入
れ

る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
夜
間
勤
務
で
き
る

介
護
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

閉
鎖
し
て
い
る
フ
ロ
ア
ー
を
再

開
し
た
場
合
、
新
た
に
７
名
の
介

護
士
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
給
食
に
つ
い
て
、

３
月
か
ら
形
態
を
変
え
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
か
伺
い
た
い
。

直
営
で
提

供
し
て
き

た
給
食
に
つ
い
て
は
、
チ
ル
ド
冷

蔵
状
態
で
届
い
た
調
理
済
み
の
食

材
を
、
施
設
で
再
加
熱
、
盛
り
付

け
を
し
、
提
供
す
る
方
法
に
変
更

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
調
理
工
程
の
う
ち
、

食
材
の
洗
浄
、
カ
ッ
ト
な
ど
に
係

る
人
件
費
や
光
熱
水
費
の
経
費
節

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

今
年
度
中
に
運
営
方
針
を

提
示
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
方
針
は
ど
う
な
っ
た
の
か
伺

い
た
い
。

決
定
的
な

解
決
策
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国

人
技
能
実
習
生
に
係
る
経
費
が
国

及
び
町
か
ら
補
助
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
業
務
の
見
直
し
や
経
費
の

節
減
に
取
り
組
む
中
、
赤
字
額
の

減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
組
織
の
立
て
直

し
を
促
進
し
、
赤
字
を
削
減
す
る

努
力
を
継
続
し
、
平
成
35
年
ま
で

は
施
設
の
存
続
を
図
り
た
い
。

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
い
す
み
鉄
道
の
経

営
改
善
を
図
る
取
り
組
み

方
法
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

町
が
進
め
て
き
た

支
援
の
継
続
的
な

実
施
に
加
え
、
来
年
度
か
ら
職
員

１
名
の
派
遣
及
び
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
１
名
の
配
置
に
よ
り
、
い

す
み
鉄
道
の
経
営
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。
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問

問 問

問

問 問産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
は
中
断
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

夷
隅
郡
市
広

域
ご
み
処
理

施
設
建
設
は
、
２
０
２
０
年
以
降

に
事
業
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
で

平
成
27
年
、
事
業
の
休
止
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

休
止
決
定
以
降
、
特
に
進
展
は

あ
り
ま
せ
ん
。

三
重
県
で
視
察
し
た
生
ご

み
処
理
施
設
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
で
し
た
。
こ
の
施
設
を

参
考
と
し
た
町
の
ご
み
処
理
施
設

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

視
察
し
た
施

設
は
、加
熱

問　総元、西畑地区の観光施策などについて
答　田園や里山の景観整備など考えていきたい

渡辺　泰宣　議員

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

総
元
、西
畑
地
区
の
観
光

施
策
、事
業
展
開
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
元
、
西
畑

地
区
は
田
園

や
里
山
が
多
い
た
め
、
景
観
を
整

備
し
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
り

ま
す
。
現
在
行
っ
て
い
る
花
や
モ

ミ
ジ
な
ど
の
苗
木
植
栽
の
助
成
や

農
地
保
全
管
理
の
た
め
の
活
動
助

成
、
森
林
環
境
譲
与
税
制
度
の
有

効
活
用
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

休
耕
水
田
や
収
穫
後
の
水

田
の
景
観
を
良
く
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
の
増
加
が
図
れ
る

の
で
は
。
ま
た
、
水
田
ア
ー
ト
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

休
耕
水
田
や

収
穫
後
の
水

い
す
み
鉄
道
沿
線
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
る
方
が
い
る
。
力
を
合
わ
せ
実

施
す
る
こ
と
で
利
用
客
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

い
す
み
鉄
道
で
も

大
多
喜
駅
、
総
元

田
の
活
用
は
、
観
光
や
産
業
の
推

進
、
地
域
の
活
性
化
か
ら
も
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

水
田
ア
ー
ト
は
、
場
所
の
選

定
、
田
植
え
や
収
穫
ま
で
の
管

理
な
ど
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

が
い
れ
ば
景
観
も
良
く
な
り
、
観

光
客
の
集
客
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

水
蒸
気
の
特
性
を
生
か
し
処
理
す

る
も
の
で
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
二
酸

化
炭
素
の
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
様
の
装
置
で
処
理
す
る
に

は
、
生
ご
み
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
異

物
が
混
入
し
な
い
よ
う
分
別
の
徹

底
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
事
業
者

や
町
民
の
皆
様
に
ご
み
の
分
別
に

負
担
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

焼
却
の
み
の
施
設
の
ほ
か

に
、
発
生
し
た
焼
却
熱
を

利
用
し
た
設
備
も
あ
る
よ
う
に
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
設
備

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

焼
却
熱
を
利

用
す
る
設
備

は
国
内
に
多
数
あ
り
、
そ
の
多
く

は
１
日
当
た
り
１
０
０
ｔ
以
上
処

理
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
に
よ
る
発
電
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
が
小
さ
い
グ

リ
ー
ン
電
力
と
言
わ
れ
、
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電
に
比
べ
、
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
、
安
定
的
に
熱
を

供
給
で
き
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
供
給
す
る

施
設
ま
で
の
距
離
な
ど
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

駅
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
沿
線
で
も
行
っ

て
い
る
方
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
い
す
み
鉄
道
活
性
化
に

向
け
、
地
元
と
共
に
で
き
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
い
す
み
鉄
道
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。
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問

問

問

問

問問

教
育
課
長

教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

税
務
住
民
課
長

本
町
は
広
大
な
面

積
を
有
し
、
町
道

も
広
範
囲
に
わ
た
る
。
住

民
か
ら
の
要
望
等
に
応
え

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
環

境
整
備
や
維
持
管
理
を
し

て
い
く
の
か
。舗

装
や
路
肩

の
補
修
な
ど

様
々
な
要
望
が
あ
り
、
町

直
営
で
実
施
す
る
に
は
、

経
験
や
人
材
が
必
要
と
さ

れ
る
中
、
人
材
確
保
も
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

直
営
以
外
の
方
法
も
取

り
入
れ
、
効
率
よ
く
対
応

２
０
２
１
年
３
月

か
ら
健
康
保
険
証

と
し
て
使
え
る
と
さ
れ
て

い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
と
普
及
さ
せ

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

１
月
末

現
在
の

普
及
率
は
９
．
６
％
と
な

り
ま
す
。
普
及
の
た
め
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
国
、
県
な
ど
か
ら
の

情
報
収
集
や
情
報
発
信
に

努
め
て
い
き
た
い
。

志関　武良夫　議員

吉野　僖一　議員

旧
西
中
学
校
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

計
画
し
て
い
る
道

路
改
良
工
事
に
伴

い
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
防
犯
灯
を
設
置
し

て
い
く
考
え
が
あ
る
の

か
。

今
後
、
道
路

改
良
を
計
画

し
て
い
る
路
線
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
夜
間
の
安
全
性
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

旧
大
多
喜
地
区
は

比
較
的
、
街
路
灯

・
防
犯
灯
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
他
の
地
区
は
危

険
な
場
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　

点
検
を
し
、
安
心
、
安

全
の
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
お

伺
い
し
ま
す
。防

犯
灯
は
区

か
ら
の
要
望

を
受
け
、
優
先
順
位
を
定

め
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
方
々

か
ら
の
通
報

や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
区
か

ら
の
要
望
な
ど
に
よ
り
、
道

路
の
破
損
や
危
険
個
所
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

各
小
学
校
で

は
、
夏
休
み

を
利
用
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学

校
で
危
険
個
所
の
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町

通
学
路
安
全
対
策
協
議
会

の
合
同
点
検
な
ど
に
よ
り

危
険
個
所
の
把
握
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
に
努
め
ま
す

問　

町
道
の
維
持
管
理
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

答　

道
路
改
良
に
あ
わ
せ
安
全
性
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

旧
西
中
学
校
の
技

術
棟
、柔
剣
道
場
、

プ
ー
ル
な
ど
の
撤
去
費
用

は
高
額
で
あ
る
。撤
去
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、住
民
説
明

会
を
開
催
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
。

プ
ー
ル
、柔

剣
道
場
な
ど

の
撤
去
に
係
る
設
計
委
託

料
及
び
技
術
棟
な
ど
の
撤

去
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

１
月
の
議
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
柔
剣
道
場
な
ど

の
撤
去
費
用
に
つ
い
て

も
、老
朽
施
設
を
撤
去
す

る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
の
工
事
の

た
め
、住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

防
災
対
策
の
観
点

か
ら
プ
ー
ル
を
水

利
機
能
と
し
て
残
し
、活
用

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。　

中
野
地
区
の

消
防
水
利
に

つ
い
て
は
、
旧
西
中
学
校

の
信
号
か
ら
見
晴
屋
さ
ん

ま
で
の
間
に
消
火
栓
が
６

基
、
防
火
水
槽
が
３
箇
所

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
水
利
の
基
準
と
し

て
見
る
と
、
旧
西
中
学
校

の
プ
ー
ル
を
利
用
し
な
く

て
も
、
他
の
消
防
水
利
で

概
ね
カ
バ
ー
で
き
る
状
況

で
す
の
で
、
使
用
で
き
な

い
プ
ー
ル
を
消
防
水
利
と

し
て
残
す
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
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問

問

問

問問

問

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

島
根
県
立
飯
南
高
校
で

は
、
住
民
と
町
、
県
が
一

体
と
な
り
、
様
々
な
事
業
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
が
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

地
域
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ

と
、
ま
た
、
様
々
な
支
援
は
、
今

後
、
大
多
喜
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
く
上
で
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
千
葉
県
及
び
大
多

喜
高
校
と
今
以
上
に
信
頼
関
係
を

築
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問　土砂災害警戒区域の防災対策が必要ではないか
答　様々な対策を組み合わせていく必要があると
　　考えます

大
多
喜
高
校
を
永
久
存
続

さ
せ
る
た
め
に

▲大多喜高校といすみ鉄道

▲園舎裏から見たつぐみの森
　保育園

根本　年生　議員

本
町
で
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
22
箇
所
指
定
さ
れ

て
い
る
。
早
急
な
ハ
ー
ド
面
の
防

災
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

土
砂
災
害
の
発
生

す
る
お
そ
れ
の
あ

る
箇
所
は
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
、
対
策
工
事
に
よ
り
安
全
な
状

態
に
す
る
に
は
、
膨
大
な
時
間
と

費
用
や
土
地
所
有
者
の
理
解
が
必

要
と
な
る
た
め
、
様
々
な
対
策
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

町
民
の
要
望
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
町
が
積
極
的
に

防
災
対
策
事
業
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

急
傾
斜
地
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て

大
多
喜
高
校
は
２
年
続
け

て
定
員
割
れ
の
状
況
に
あ

る
。
定
員
割
れ
が
続
く
と
、
統
合

に
よ
り
無
く
な
っ
て
し
ま
う
危
機

感
が
増
す
と
思
う
が
。

公
立
高
校
進
路

志
望
調
査
に
よ

る
と
、
県
内
の
普
通
科
高
校
の
約

40
％
の
高
校
が
定
員
割
れ
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
全
体
で
、
公
立
高
校
の
普
通

科
の
あ
り
方
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

い
す
み
鉄
道
と
大
多
喜
高

校
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

い
す
み
鉄
道
の
運

行
に
お
い
て
、
大

多
喜
高
校
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
営
業
成
績
で

は
、
大
多
喜
高
校
生
徒
の
占
め

は
、
県
が
用
地
買
収
を
し
な
い
た

め
、
土
地
所
有
者
の
理
解
が
な
け

れ
ば
事
業
推
進
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域

や
所
有
者
の
方
々
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
事
業
主
体
の
県
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に

あ
る
、
つ
ぐ
み
の
森
保
育

園
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

園
舎
裏
の
山
側
の

一
部
が
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
園
時
間
内
に
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
令
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
避
難
を
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
災
害
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
月
１
回
以
上
行
い
、

る
割
合
と
し
て
、運
輸
人
員
で
は

35
・
6
％
の
13
万
３
９
４
８
人
、

旅
客
運
輸
収
入
で
は
20
・
5
％
の

１
８
９
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

い
す
み
鉄
道
の
経
営
に
、
大
多

喜
高
校
は
大
変
重
要
な
位
置
づ
け

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

園
児
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
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その後

質　問

答　弁

議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその後
どうなったのか・・・対応を追跡します。

追跡追跡 あの質問どうなったの？

編集後記
　いよいよ新年度がスタートし、活力あるまちづくりへと議会報編集委員一同気持ちも新たに
頑張ってまいります。
　皆様方にも、議会活動を議会だよりにてよりわかりやすくお伝えしてまいりますので、引き
続き皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

議会報編集委員会

議会だよりの読後感想など皆様からのご意見をお待ちしています。
大多喜町議会事務局　〒２９８－０２９２　大多喜町大多喜９３番地
　☎０４７０－８２－２１８２　 ＦＡＸ ０４７０－８２－４４６１
　Ｅ-mail  gikai@town.otaki.lg.jp

　老朽化している老人福祉センター及び第３庁舎を取り壊し、第３庁
舎跡地に老人福祉センターや保健センターを統合させた第３庁舎を建
築し、中庁舎は郷土資料の展示場所としてはどうか。
（平成２９年１２月会議）

　老人福祉センターは、夷隅郡市広域市町村圏事務組合で所有して
いるため、町社会福祉協議会が指定管理を受けていますが、平成３０
年度以降は指定管理をしないとされています。建築後４３年を経過し
ていることを考えると、解体することが有力なものと考えます。
　今の第３庁舎についても、大規模改修すると大変な費用がかかるた
め、他の施設と統合するということも考え、十分検討していきたい。

　老人福祉センターは、町社会福祉協議会が令和４年３月末まで指
定管理者として施設を管理運営しますので、その後の取扱いについ
て、施設所有者の夷隅郡市広域市町村圏事務組合と施設の老朽化に
より取壊しを含め協議しています。このため、令和４年４月以降の
町社会福祉協議会の事務所について、中央公民館内に移転する方針
で具体的な協議を進めているところです。
　また、第３庁舎、保健センター、郷土資料の展示場所について
は、庁舎周辺の施設の老朽化も含め、一体的に検討しています。
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ギャラリー

「春のいすみ鉄道」
大多喜写真同好会

関　ケイ子  さん（中野）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168

57 管理栄養士
金坂　直子

作り方

海老チリ麻婆
材　料 （４人分）

むきえび………… 　100ｇ
絹ごし豆腐…………… １丁
長ねぎ（みじん切り）　
	 ……………………… １０㎝
生姜（みじん切り）　
	 ………………………… １片
にんにく（みじん切り）　
	 ………………………… １片
砂糖………小さじ１と１/２
味噌……………… 大さじ１
しょうゆ……………小さじ2
豆板醤……… 小さじ１～２
鶏がらスープ……… 100cc
水溶き片栗粉………大さじ1 

１. フライパンに油（適量）を熱し、にんにくと生姜と
えびを入れて炒める。さらに砂糖、味噌、しょう
ゆ、豆板醤を入れて炒める。

２. １ｃｍ角に切った豆腐を入れて炒めた後、スープを
入れて優しくかき混ぜながら煮込む。最後に水溶き
片栗粉でとろみをつける。

【１人分の栄養価】
・エネルギー118kcal
・たんぱく質9.3ｇ　
・脂質5.7ｇ
・食塩相当量1.5ｇ

広報おおたき No.608　H31.4.24 42

編
集
・
発
行
/大
多
喜
町
役
場
　
〠
298-0292

千
葉
県
夷
隅
郡
大
多
喜
町
大
多
喜
93

☎
0470-82-2111／

E-m
ail:info@

tow
n.otaki.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.otaki.chiba.jp

 「声
の
広
報
」
広
報
紙
の
録
音
Ｃ
Ｄ
は
役
場
健
康
福
祉
課
・

図
書
館
・
西
畑
出
張
所
・
老
川
出
張
所
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

災
害
情
報
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

大
多
喜
町
Y
outube
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